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番組は、生活者への贈り物
（株）仙台放送 Ｄプロジェクト局企画制作部
ディレクター
太田 茂さん（'98法）
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番組は、生活者への贈り物
ふるさと東北で、“生活者に役立つ番組作り”にこ

だわるテレビマンがいる。去る10月に放映された仙
台放送開局45周年記念特別番組『リサーチャーズ
～地震予知の探究者たち～』を企画、制作した太田 
茂さんだ。

1995年1月17日。当時、経済学部1回生だった太
田さんは明け方まで後期試験の勉強をしていた。い
つになく犬や猫が異常に騒ぐ声を聞いた数時間後、
阪神淡路大震災が起こったという。「あれが前兆だっ
たのでは、という直感がこの企画の原点です」。「当
時の報道は被害情報を繰り返すばかりで、必要な情
報が後回しにされている印象でした。もっと生活者目
線で情報を発信したいと思ったのが、今の仕事を選
んだ一番の理由です」。

2回生から法学部に転籍し、刑法ゼミで学んだ太
田さん。仙台放送入社後は、報道記者として、警
察担当や裁判担当を経験。制作部に異動してから
は、主にドキュメンタリー番組を担当してきた。その間、
ずっと温めてきた企画が、世界の地震予知研究を紹
介する科学番組『リサーチャーズ～地震予知の探究
者たち～』だった。

「地震予知なんて無理という諦めが、地震への無
関心を生み、結果、備えが疎かになる。私は、その悪
循環を断ち切りたかったのです。地震の謎に迫るこ
とで誰かの命が救われるとしたら、こんなに嬉しいこ
とはありません」。放送エリアは、宮城県以外にも拡
大中。また最新の地震研究を紹介するホームページ
も好評だ（＊１）。

現在、新設のDプロジェクト局で太田さんが担当し
ているのが『川島隆太教授のテレビいきいき脳体操』

（＊２）。仙台放送と東北大学の川島教授が共同開
発したこの番組は、脳を活性化させ、認知症を予防
する世界初のテレビ番組。番組のDVD化や書籍の
全国展開にも力を入れている。

「私たち地方局にとっては、視聴者の皆様も取材
を受けてくださる方 も々共にふるさとに暮らす生活者
です。双方への贈り物になるような番組を作り続けた
い」。太田さんは優しさの滲み出る笑顔で元気に語っ
てくれた。

（写真・小幡　豊  文・寺田直子 ）

（＊１）「大地震に備える」 http://jishin-info.jp/
（＊２）仙台放送（月～金16時48分・再放送翌朝5時20分）、北海道文化放

送・青森テレビで放送中。
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立命館大学の成長・発展の歴史を、目に見える形で物語るのが
キャンパス、そして校舎の姿の移り変わりです。
校地の移転もいとわず、理想の教育・研究環境の実現をめざして進んできた立命館。
いくつもの校舎が、名や姿を変えつつも学生や大学の営みを見守り、
立命館のこころを伝え続けてきました。
あなたの思い出の校舎は、どれですか。

広小路・
　衣笠編
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明
治
維
新
、日
清
戦
争
を
経

て
、
社
会
が
急
速
な
近
代

化
の
波
に
洗
わ
れ
て
い
た

頃
、本
学
は
勤
労
青
年
の

た
め
の
夜
間
学
校「
京
都

法
政
学
校
」と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。五
年
の
後
、

学
祖
・
西
園
寺
公
望
は
、か
つ
て
自
ら
設
立
す
る

も
わ
ず
か
一
年
で
消
滅
し
た
私
塾「
立
命
館
」の

名
を
、中
川
小
十
郎
に
託
し
た
の
で
す
。

　

大
正
時
代
に
校
友
会
の
支
援
に
よ
っ
て
専
門

学
校
か
ら
大
学
へ
と
昇
格
し
た
立
命
館
は
、そ
の

後
着
実
に
成
長
し
ま
す
。
昭
和
の
声
を
聞
く
頃

か
ら
は
次
々
に
校
舎
の
建
設
が
な
さ
れ
、第
二
次

大
戦
期
こ
そ
事
実
上
の
授
業
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
も
の
の
、終
戦
後
は「
平
和
と
民
主
主
義
」

の
理
念
の
も
と
で
全
学
一
丸
と
な
っ
て
急
速
な
復

興
・
発
展
を
見
せ
ま
し
た
。

　
一
九
六
〇
年
代
の
高
度
成
長
期
に
は
、新
し
い

時
代
に
即
し
た
教
学
展
開
を
目
指
し
て
経
営
学

部
・
産
業
社
会
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。し
か
し

狭
い
広
小
路
学
舎
に
ひ
し
め
き
あ
う
学
生
た
ち

の
教
学
環
境
の
改
善
を
図
る
べ
く
、衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
一
拠
点
化
が
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
小
路
学
舎
で
の
校
舎
建
設
は
、一
九
六
二
年

に
経
営
学
部
棟
と
し
て
建
て
ら
れ
、三
年
後
に
産

業
社
会
学
部
棟
と
な
っ
た
恒
心
館
を
も
っ
て
終
わ

り
ま
し
た
。経
済
・
経
営
、産
社
、文
と
、順
に
衣

笠
へ
の
移
転
が
進
み
、最
後
ま
で
広
小
路
に
残
っ

た
法
学
部
も
、一
九
八
一
年
、広
小
路
を
去
り
ま
し

た
。八
十
年
間
に
十
万
人
の
校
友
を
送
り
出
し
た

広
小
路
学
舎
は
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
校
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
京
都
府
立
医
科
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

の
一
部
と
な
っ
て
、「
立
命
館
学
園
発
祥
の
地
」の

石
碑
が
当
時
を
伝
え
て
い
ま
す
。

【
年
表
・
校
舎
竣
工
年
】

一
九
〇
〇
年	

中
川
小
十
郎
、私
立
京
都
法
政

学
校
を
旅
亭
清
輝
楼
を
仮
校

舎
と
し
て
設
立
。

一
九
〇
一
年	

広
小
路
に
校
舎
新
築
、移
転
。

一
九
〇
五
年	

西
園
寺
公
望
、立
命
館
の
名
称

使
用
を
許
諾
。

一
九
〇
八
年	

校
舎
焼
失
。翌
一
九
〇
九
年
再

建
校
舎
竣
工
。

一
九
一
九
年	

全
国
校
友
会
結
成
。

一
九
二
二
年	

大
学
令
に
よ
る“
大
学
”へ
の

昇
格
を
果
た
す
。

一
九
二
五
年	

立
命
館
文
庫（
図
書
館
）開
館
。

一
九
二
六
年	

養
性
館
竣
工
。

一
九
二
七
年	

盡
心
館
竣
工
。

一
九
二
八
年	

存
心
館
お
よ
び
付
属
建
物

竣
工
。

一
九
三
三
年	

京
大
事
件（
滝
川
事
件
）。京
大

を
退
官
し
た
十
八
氏
を
招
聘
。

一
九
三
六
年	

中
川
会
館
竣
工
。

一
九
四
五
年	

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
。

一
九
四
六
年	

立
命
館
土
曜
講
座
開
始
。

一
九
四
八
年	

新
制
立
命
館
大
学
発
足
。法
・

経
済
・
文
の
三
学
部
に
独
立

拡
充
。

一
九
四
九
年	

文
学
部
棟（
第
二
新
館
）竣
工
。

一
九
五
〇
年	

大
学
院
棟
、鴨
川
運
動
場
竣
工
。

一
九
五
二
年	

立
命
会
館（
学
生
会
館
）竣
工
。

一
九
五
三
年	

研
心
館
竣
工
。興
学
館（
養
性

館
を
九
十
度
回
転
）竣
工
。

一
九
五
四
年	

存
心
館
四
階
建
て
に
。

一
九
五
七
年	

清
心
館
、尚
学
館
竣
工
。

一
九
五
八
年	

体
育
館（
鴨
川
畔
）、敬
学
館

竣
工
。

一
九
六
一
年	
有
心
館
竣
工
。

一
九
六
二
年	

経
営
学
部
開
設
、恒
心
館
竣
工
。

一
九
六
五
年	

経
済
・
経
営
両
学
部
衣
笠
へ

移
転
。産
業
社
会
学
部
開
設
、

基
本
棟
恒
心
館
。

一
九
六
八
年	

大
学
紛
争
発
生
。

一
九
七
〇
年	

産
業
社
会
学
部
衣
笠
へ
移
転
。

一
九
七
八
年	

文
学
部
・
二
部
全
学
部
衣
笠

へ
移
転
。

一
九
七
九
年	

学
園
本
部
衣
笠
へ
移
転
。

一
九
八
一
年	

法
学
部
衣
笠
へ
移
転
。広
小
路

学
舎
閉
校
祭
典
開
催
。

清輝楼

1936年頃の広小路学舎文学部棟（第二新館）

存心館

京都御苑にて末川博先生とともに

研心館

そ
の
1-

1

清
輝
楼
〜
広
小
路
学
舎
の
歩
み
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【
年
表
・
校
舎
竣
工
年
】

一
九
〇
〇
年	

中
川
小
十
郎
、私
立
京
都
法
政

学
校
を
旅
亭
清
輝
楼
を
仮
校

舎
と
し
て
設
立
。

一
九
〇
一
年	

広
小
路
に
校
舎
新
築
、移
転
。

一
九
〇
五
年	

西
園
寺
公
望
、立
命
館
の
名
称

使
用
を
許
諾
。

一
九
〇
八
年	

校
舎
焼
失
。翌
一
九
〇
九
年
再

建
校
舎
竣
工
。

一
九
一
九
年	

全
国
校
友
会
結
成
。

一
九
二
二
年	

大
学
令
に
よ
る“
大
学
”へ
の

昇
格
を
果
た
す
。

一
九
二
五
年	

立
命
館
文
庫（
図
書
館
）開
館
。

一
九
二
六
年	

養
性
館
竣
工
。

一
九
二
七
年	

盡
心
館
竣
工
。

一
九
二
八
年	

存
心
館
お
よ
び
付
属
建
物

竣
工
。

一
九
三
三
年	

京
大
事
件（
滝
川
事
件
）。京
大

を
退
官
し
た
十
八
氏
を
招
聘
。

一
九
三
六
年	

中
川
会
館
竣
工
。

一
九
四
五
年	

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
。

一
九
四
六
年	

立
命
館
土
曜
講
座
開
始
。

一
九
四
八
年	

新
制
立
命
館
大
学
発
足
。法
・

経
済
・
文
の
三
学
部
に
独
立

拡
充
。

一
九
四
九
年	

文
学
部
棟（
第
二
新
館
）竣
工
。

一
九
五
〇
年	

大
学
院
棟
、鴨
川
運
動
場
竣
工
。

一
九
五
二
年	

立
命
会
館（
学
生
会
館
）竣
工
。

一
九
五
三
年	

研
心
館
竣
工
。興
学
館（
養
性

館
を
九
十
度
回
転
）竣
工
。

一
九
五
四
年	

存
心
館
四
階
建
て
に
。

一
九
五
七
年	

清
心
館
、尚
学
館
竣
工
。

一
九
五
八
年	

体
育
館（
鴨
川
畔
）、敬
学
館

竣
工
。

一
九
六
一
年	

有
心
館
竣
工
。

一
九
六
二
年	

経
営
学
部
開
設
、恒
心
館
竣
工
。

一
九
六
五
年	

経
済
・
経
営
両
学
部
衣
笠
へ

移
転
。産
業
社
会
学
部
開
設
、

基
本
棟
恒
心
館
。

一
九
六
八
年	

大
学
紛
争
発
生
。

一
九
七
〇
年	

産
業
社
会
学
部
衣
笠
へ
移
転
。

一
九
七
八
年	

文
学
部
・
二
部
全
学
部
衣
笠

へ
移
転
。

一
九
七
九
年	

学
園
本
部
衣
笠
へ
移
転
。

一
九
八
一
年	

法
学
部
衣
笠
へ
移
転
。広
小
路

学
舎
閉
校
祭
典
開
催
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
始

ま
っ
た
一
九
三
九
年
、満

州
国
で
活
躍
す
る
技
術

者
の
養
成
を
目
的
と
し

て
、理
工
学
部
の
前
身
で

あ
る
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。キ
ャ
ン
パ
ス
は
衣
笠
山
の
ふ
も
と
、松

林
の
広
が
る
静
寂
の
地
で
し
た
。
こ
れ
が
衣
笠

キ
ャ
ン
パ
ス
の
始
ま
り
で
す
。

　

戦
後
、一
九
四
九
年
に
新
制
立
命
館
大
学
の

理
工
学
部
と
し
て
再
出
発
を
切
り
、そ
の
発
展

と
と
も
に
現
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
側
を
中
心
に

教
室
や
実
験
棟
が
建
設
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
に
建
て
ら
れ
た
3
号
館
、2
号
館

は
、一
九
九
四
年
の
理
工
学
部
B
K
C
移
転
後
も

二
〇
〇
〇
年
ま
で
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、キ
ャ
ン

パ
ス
西
側
の
再
整
備
に
よ
り
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、一
九
四
八
年
に

は
衣
笠
球
場
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
も
松
林

の
開
墾
を
手
伝
っ
た
そ
う
で
す
。一
九
五
〇
年
代

前
半
に
は
プ
ロ
球
団
・
松
竹
ロ
ビ
ン
ス
の
本
拠
地

に
も
な
り
、公
式
戦
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
年
表
・
校
舎
竣
工
年
】

一
九
三
九
年	

立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校

開
校
。1
号
館
竣
工
。

一
九
四
二
年	

日
満
高
等
工
科
学
校
、立
命
館

大
学
専
門
学
部
工
学
科
に
昇

格
。同
理
学
科
開
設
。

一
九
四
八
年	

衣
笠
球
場
竣
工
。

一
九
四
九
年	

新
制
立
命
館
大
学
理
工
学
部

発
足
。数
学
物
理
学
科
・
化
学

科
・
電
気
工
学
科
・
機
械
工

学
科
・
土
木
工
学
科
の
五
学
科
。

い
ず
れ
も
一・二
部
あ
り
。

一
九
五
四
年	

理
工
学
部
3
号
館
竣
工
。

一
九
五
六
年	

理
工
学
部
2
号
館
竣
工
。

立命館扁額

中川小十郎 西園寺公望

清心館

恒心館

「立命館発祥の地」石碑広小路学舎閉校祭典

現在の東門の位置にあった門
（1940年代前半）

1号館

3号館（右）と２号館（左）

衣笠球場

そ
の
1-

2

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
黎
明
期
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　この時期に建った校舎には、元は理工学部の校舎であり、後に改
修されて用途が変わったものが多くあります。
　1960年代半ばから、経済・経営学部（ともに1965）を皮切りに広小
路からの移転が始まり、キャンパスが賑やかになりましたが、後半
には大学紛争が起こりました。そんな中でも槌音は響いていました。

123456789101112131415161718192021222324252627282930

西側広場西側広場

中央広場中央広場

1 有 心 館 1961 旧・理工学部4号館。現在、教室棟。

2 興 学 館 1963 旧・理工学部5号館。現在、エクステンショ
ンセンター自習室。

3 以 学 館 1965 元は経済・経営学部。2000年から産業
社会学部棟。食堂、多目的ホールなども。

4 恒 心 館 1965 旧・理工学部6号館。産業社会学部基
本棟を経て、2000年から国際関係学部
基本棟。

5 啓 明 館 1966 旧・理工学部新１号館。現在は主に文
学部の学生共同研究室や実習室など。

6 修 学 館 1966 個人研究室棟。

7 図 書 館 1967 図書館、マルチメディアルーム。

8 第１体育館 1969 体育館、トレーニングルーム、道場。入学
センター。

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
発
展
の
軌
跡

―

現
存
す
る
校
舎
を
竣
工
年
順
に
追
う

1960年
代

　キャンパス西側から東側に、徐々に校舎が建っていきます。教室
棟に加えて、食堂や学生支援関連の施設なども新築され、いっそう
大学らしくなっていった時期です。この間に、産社（1970）、文（1977）
学部および学園本部（1979）が移転してきました。1970年

代

9 学 而 館 1970 元は産業社会学部棟。現在は大学院施
設、ボランティアセンター、障害学生支援
室など。

� 学 生 会 館 1973 学生のサークル部室、練習施設、ホール。

� 志 学 館 1974 教室棟。保健センターなど。元は経済・
経営学部が主に使用。

� 諒 友 館 1976 旧・理工学部７号館。現在、食堂。教
室棟。

� 清 心 館 1977 文学部基本棟。

� 研 心 館 1979 教室棟。キャリアオフィス、エクステンショ
ンセンター、学生オフィス、スポーツ強化
センター等、学生支援機能が集まる。

� 至 徳 館 
（旧・中川会館）

1979 元は学校法人本部棟。キャンパスインフォ
メーション。会議室など。

図書館 興学館

第1体育館

以学館

清心館

学而館

志学館

至徳館（旧・中川会館）

研心館
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西側広場西側広場

中央広場中央広場

　法学部が広小路から移り（1981）、衣笠一拠点化が完成しました。また社会の情報化・国際
化の進展に鑑み、理工学部情報工学科（1987）、国際関係学部（1988）が開設されました。これ
を受けて学内の情報基盤や交換留学制度の整備等が進み、また女子学生や留学生の姿も多く
見られるようになりました。キャンパスの雰囲気が大いに変わった時期でした。

　理工学部がBKCへの拡充移転を果たした年（1994）に、衣笠には政策科学部が誕生しまし
た。また、独立研究科や「21世紀COEプログラム」に採択されたプログラムの研究の場となる
ような、最先端の教育研究施設が次々と建設されていきました。映像学部棟充光館も完成し
（2007）、中央広場は洗練された風情の建物で囲まれています。

1990〜
　 2000年代

1980年
代

� 存 心 館 1981 法学部基本棟。

� 第２体育館 1981 競技場、サークル部室。

� 末 川 記 念 
会 館

1983 末川名誉総長メモリアルルーム、ホール、レストラ
ンなど。1999年松本記念ホール陪審法廷開設。

� 西 園 寺
記 念 館

1988 元は国際関係学部基本棟。2004年から2006
年まで法科大学院施設。

� 洋 洋 館 1988 旧・理工学部新４号館。1994年から政策科学
部基本棟。

� 尚 学 館 1988 個人研究室棟。

� 尽 心 館 1989 個人研究室棟。マルチメディアルーム。

� 明 学 館 1990 教室棟。衣笠国際センター、京都国連寄託図書
館も。

� アカデメイア
立 命 21

1992 国際平和ミュージアム、中野記念ホール、衣笠
セミナーハウス。2005年立命館孔子学院開設。

� アート・リサーチ 
セ ン タ ー

1999 有形・無形の芸術・文化に関する、デジタルテク
ノロジーを活用した研究施設。

� 創 思 館 2001 主に人間科学分野の研究拠点、大学院施設、
カンファレンスルーム。

� ランゲージセンター 2002 言語教育センター、言語習得センター。

� 敬 学 館 2004 教室棟。

� 歴史都市防災
研 究センター 2006 文化遺産の防災に関する研究施設。

� 充 光 館 2007 映像学部基本棟。

西園寺記念館

存心館松本記念ホール陪審法廷

末川記念会館 洋洋館

創思館 アカデメイア立命21

敬学館

アート・リサーチセンター

充光館
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　衣笠キャンパスの顔としておなじみになった「中央広場」。映
像学部棟「充光館」、「存心館」、「創思館」に囲まれて、ますます美
しくなりました。かつて中央グラウンドがあった時代の記憶が、
遥かなものになっていきますね。
　改修後の以学館は、ガラスや吹き抜けが多用され、明るい雰囲
気。校舎前に敷き詰められた「京都市電の線路の敷石」の重厚
感とあいまって、新旧調和し、いい感じです。

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス 

校
舎
に
み
る
現
在

図書館前から南門方向 夜の中央広場

学生会館入口

充光館屋上庭園からみた存心館

以学館前にて

中央広場周辺
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西
側

キ
ャ
ン
パ
ス

　理工学部のBKC移転後、キャンパス西側は大きく変わりまし
た。元の新4号館は政策科学部の洋洋館に、6号館は国際関係学
部の恒心館になっています。2号館、3号館は今はなく、「西側広
場」として美しく、機能的に整備されました。2004年にはその西
側広場の地下に、新しい食堂もできました。
　洋洋館入り口にあるアーチは、「エコゲート」と呼ばれていま
す。ここで風力発電・太陽光発電が行われ、できた電気は入口の
照明に使われています。

東
側

キ
ャ
ン
パ
ス

洋洋館入口エコゲート

清心前にて

西側食堂啓明館前にて

ランチタイムの西側広場

以学館前にて

音響編集実習室

バーチャルリアリティを体験

301教室

充光館外観

映 像 学 部 棟「 充 光 館 」
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眠
り
か
ら
覚
め
て

　

展
覧
会
、あ
る
い
は
高
級
服
飾
誌
の
グ
ラ
ビ
ア

ペ
ー
ジ
で
、長
艸
さ
ん
の
刺
繍
作
品
に
魅
せ
ら
れ
た

女
性
校
友
は
多
か
ろ
う
。そ
れ
ら
は
、瀟し

ょ
う
し
ゃ洒
、粋
と

い
っ
た
風
情
か
ら
豪
華
絢
爛
の
極
み
ま
で
、あ
ら
ゆ

る
趣
を
醸
し
出
す
。
京き

ょ
う
ぬ
い繍
の
着
物
、能
装
束
、皇
后

陛
下
の
ド
レ
ス
、そ
し
て
海
外
一
流
ブ
ラ
ン
ド
の

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
、バ
ッ
グ
や
時
計
、フ
ァ
イ
バ
ー

ア
ー
ト
に
至
る
ま
で
手
が
け
、長
艸
さ
ん
は
刺
繍
に

よ
る
彩
り
の
可
能
性
を
求
め
続
け
て
い
る
。

　

平
安
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

「
京
繍
」の
技
。京
都
で
は
、「
繍ぬ

い

や
い
屋
」と
言
わ
れ
る
。

長
艸
さ
ん
は
西
陣
に
店
を
構
え
る
繍
い
屋
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。

長
艸 

両
親
は
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
し
、兄

姉
と
も
歳
が
離
れ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
町
内
の
同
じ

年
回
り
の
友
達
と
遊
び
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。家
業

を
継
ぐ
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
意
識
せ
ず
に
い
て
、と
に

か
く
楽
し
く
過
ご
し
た
か
っ
た
。も
っ
と
も
絵
を
描

く
の
は
も
の
す
ご
く
好
き
で
、
日
本
画
を
習
い
に

い
っ
た
り
、母
や
、よ
そ
の
先
生

か
ら
少
し
ず
つ
は
刺
繍
を
教

わ
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
…
。

若
い
頃
、一
番
楽
し
み
だ
っ
た
の

は
映
画
、そ
れ
に
芝
居
で
し
た
。

高
校
を
出
る
と
き
、サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
な
っ
て
し
も
た
ら
映
画

見
に
行
け
へ
ん
し
、そ
れ
な
ら

家
の
経
理
の
仕
事
を
僕
が
と
思

う
て
、や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
京
都
伝
統
産
業
青
年
会
」

に
、
何
と
は
な
し
に
入
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、二
十
歳
に
な
る

か
な
ら
へ
ん
か
の
頃
に
、第
一
回

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
生
の
募
集
が
あ
り
ま
し
て
、外

国
へ
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
て
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
、ド
イ
ツ
、イ
タ
リ
ア
と
回
っ
て
、染
織

関
係
の
現
場
や
資
料
館
を
訪
ね
た
り
、マ
イ
ス
タ
ー
、

親
方
で
す
な
、そ
う
い
う
方
々
に
お
会
い
し
た
り
し

ま
し
た
。そ
の
時
初
め
て
、「
う
ち
の
商
売
、継
ご
か

な
ぁ
」
と
真
剣
に
考
え
始
め
ま
し
た
。兄
は
染
め
の

ほ
う
の
作
家
に
な
っ
た
の
で
ね
。そ
し
て
一
緒
に
研

修
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
影
響
で

「
い
ま
か
ら
で
も
、ち
ゃ
ん
と
勉
強

せ
ん
と
あ
か
ん
。
大
学
に
行
か
な

い
か
ん
」と
も
思
っ
た
ん
で
す
。昼

間
、
真
面
目
に
刺
繍
を
や
り
出
し

た
の
で
、す
ぐ
に
は
無
理
で
し
た

け
ど
。
家
業
を
継
ぐ
な
ら
早
う
一

緒
に
な
っ
て
、
二
人
で
仕
事
覚
え

長
艸
敏
明
さ
ん（
'77
経
営
） 

身
に
染
み
付
い
た〝
京
都
〟を

刺
繍
で
花
開
か
せ
る

Ritsumei Interview

京
繍
伝
統
工
芸
士
・
刺
繍
作
家

能衣裳「繚乱」
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た
ほ
う
が
え
え
と
、二
十
一
歳
で
結

婚
し
ま
し
て
、大
学
に
入
っ
た
ん
は

そ
れ
か
ら
で
す
。
近
所
の
人
は
み

ん
な
立
命
館
。ほ
な
、立
命
行
こ
う

と
。
家
業
の
貸
借
対
照
表
な
ど
作

る
の
が
と
て
も
好
き
や
っ
た
ん
で
、

経
営
学
部
の
二
部
へ
。一
生
懸
命

勉
強
し
ま
し
た
よ
。三
回
生
ま
で
に
か
な
り
の
単
位

を
取
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
け
れ
ど
、そ
の
頃
か
ら
夜

な
夜
な
祇
園
界
隈
へ
通
い
始
め
ま
し
た
。私
の
仕
事

に
と
っ
て
は
、こ
れ
も
大
切
な
勉
強
で
す
か
ら
（
笑
）。

技
の
力
、人
格
の
力

　

能
衣
裳
「
寒
暁
」の
、笹
に
ふ
ん
わ
り
と
積
も
る

雪
。「
惜
春
楽
」
の
、
艶
や
か
で
引
き
締
ま
っ
た
藤

の
花
…
。生
地
の
上
に
絹
糸
を
渡
し
、立
体
感
の
あ

る
絵
を
自
由
自
在
に
描
き
出
す
の
が
刺
繍
で
あ
る
。

右
手
に
持
っ
た
針
で
、
生
地
の
上
か
ら
下
へ
刺
し
、

針
を
左
手
に
持
ち
替
え
て
ま
た
上
へ
出
す
。
生
地

の
裏
ま
で
透
視
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
素
早
く
正

確
な
長
艸
さ
ん
の
針
運
び
に
、
思
わ
ず
目
を
見

張
っ
て
し
ま
う
。し
か
し
驚
く
べ
き
は
、そ
の
技
術

だ
け
で
は
な
い
。

長
艸 

我
々
は
芸
術
家
と
職
人
、そ
の
両
方
で
な
け
れ

ば
な
ら
ん
の
で
す
。そ
れ
が
難
し
く
も
あ
り
、面
白

い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
す
。下
絵
描
き
の
済
ん
だ

着
物
に
、糸
の
束
を
置
い
て
、使
う
色
を
決
め
る
。選

ん
だ
糸
を
管
に
巻
き
、求
め
る
質
感
を
出
せ
る
よ
う

に
自
分
で
撚よ

る
。こ
の
時
、い
く
つ
か
の
色
の
糸
を
ブ

レ
ン
ド
し
て
一
本
に
撚
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
色
は
、

一
万
二
千
色
く
ら
い
を
見
分
け
ら
れ
ま
す
よ
。京
繍

の
技
法
は
三
十
以
上
あ
る
け
れ
ど
も
、よ
く
使
う
繍

い
方
は
十
五
、六
種
類
程
度
で
、そ
れ
を
覚
え
る
こ
と

自
体
は
そ
ん
な
難
し
い
も
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。あ

ながくさ としあき

Ritsumei Interview

繍司長艸 工房にて。能衣裳「寒暁」（右）と「惜春楽」（左）をバックに。
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と
は
工
夫
し

て
、自
分
の
表

現
を
開
拓
し

て
い
く
わ
け

で
す
。

　

糸
の
操
り

方
が
テ
ク

ニ
ッ
ク
な
の
だ

け
れ
ど
も
、そ

の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
使
い
こ
な

す
の
は
我
々

の
人
格
の
力
で
す
。知
識
と
経
験
の
厚
み
と
で
も
言

い
ま
す
か
…
そ
う
い
う
も
の
で
す
。だ
か
ら
そ
れ
も

鍛
え
ん
と
だ
め
で
す
よ
。

　

ま
ず
、刺
繍
と
言
う
て
も
、そ
の
こ
と
ば
か
り
考

え
て
い
て
は
い
か
ん
。刺
繍
は
い
ろ
ん
な
服
飾
文
化

の
中
の
、装
飾
の
技
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。生
地
と
な

る
織
物
に
つ
い
て
、衣
服
全
般
に
つ
い
て
知
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
か
ら
、刺
繍
や
着
物
を
取

り
巻
く
文
化
、つ
ま
り
礼
儀
作
法
、
着
付
け
、お
茶

や
お
花
、笛
や
三
味
線
、お
能
、図
案
と
関
係
す
る
日

本
画
に
つ
い
て
も
、一
通
り
理
解
せ
な
な
り
ま
せ
ん
。

能
衣
裳
を
つ
く
る
に
し
て
も
、
例
え
ば「
羽
衣
」の

衣
裳
な
ら
ば
、羽
衣
の
乙
女
が
ど
の
場
面
で
ど
う
い

う
動
作
を
し
は
る
の
か
、そ
の
時
の
心
情
が
ど
う
な

の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。も
っ
と
言
え
ば
、「
道
成
寺
」の
、

大
蛇
に
な
っ
て
し
ま
う
若
い
娘
の
青
年
僧
へ
の
思
慕

の
念
と
、「
葵
上
」に
出
て
く
る
六
条
御
息
所
の
、男

を
知
り
尽
く
し
た
女
性
の
心
根
と
は
違
う
で
し
ょ
。

こ
の
へ
ん
の
こ
と
を
全
部
知
っ
た
上
で
、
着
物
つ
く

ら
な
あ
か
ん
の
で
す
。ま
あ
、こ
れ
は
僕
の
、「
そ
の
人
、

そ
の
状
況
に
ほ
ん
ま
に
合
う
も
ん
を
つ
く
り
た
い
」

と
い
う
欲
求
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
こ
と
な
ん
で
す

け
ど
。

〝
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
着
物
〟へ
の
挑
戦

　

京
都
の
和
装
業
界
で
は
、分
業
制
が
確
立
さ
れ
て

い
る
。
非
常
に
細
分
化
さ
れ
た
工
程
の
一
つ
ひ
と
つ

を
経
て
製
品
が
仕
立
て
上
げ
ら
れ
、そ
れ
を
問
屋
が

買
い
付
け
て
流
通
ル
ー
ト
に
乗
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
工
程
を
担
う
職
人
が
、消
費
者
と

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、こ
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
少
な
い
。

　

和
服
は
誇
る
べ
き
日
本
の
文
化
で
あ
る
。し
か
し
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
景
気
の
後
退
の
影
響

も
あ
り
、
和
装
業
界
で
生
き
る
人
々
は
次
第
に
逆

境
に
立
ち
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
く
。

長
艸 

僕
も
、え
え
問
屋
の
社
長
は
ん
に
お
世
話
に

な
っ
て
た
し
、
大
好
き
な
皆
さ
ん
も
い
っ
ぱ
い
い
は

り
ま
し
た
。今
思
っ
た
ら
人
生
の
師
匠
の
よ
う
な
人

た
ち
で
…
。「
あ
ん
た
は
、え
え
も
ん
つ
く
る
だ
け
で

え
え
。な
ん
ぼ
で
も
売
っ
て
き
た
る
さ
か
い
、ど
ん
ど

ん
つ
く
れ
や
」
っ
て
。
そ
ん
な
人
ほ
ど
、
早
う
に
な

く
な
っ
て
し
ま
わ
は
っ
た
。皆
さ
ん
、大
変
や
っ
た
ん

で
す
。だ
か
ら
と
い
っ
て
、僕
と
こ
の
商
売
や
め
ら
れ

へ
ん
。ど
う
し
た
ら
い
い
か
、悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

あ
る
時
期
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
繍
い
の
実
演
を
し

に
回
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。も
う
僕
の
手
を
離

れ
た
も
の
が
、そ
の
場
で
販
売
も
さ
れ
る
ん
で
す
。僕

の
あ
と
の
何
段
階
も
の
利
益
分
が
重
な
っ
て
い
る
の

で
、値
段
は
ぐ
っ
と
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
を

ご
婦
人
が
見
は
っ
て
、「
い
や
、こ
れ
、え
え
な
あ
。

二
百
万
か
…
。
百
万
だ
っ
た
ら
絶
対
欲
し
い
わ
」
と
。

僕
の
段
階
で
は
、百
万
よ
り
も
う
ん
と
安
い
ん
で
す
よ
。

　

そ
れ
に
、や
っ
ぱ
り
僕
は
、さ
っ
き
も
言
う
た
よ
う

に
、一
人
ひ
と
り
の
お
客
さ
ん
の
、あ
る
ひ
と
と
き
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
着
物
を
つ
く
り
た
い
。着
は
る
人
、

つ
く
る
者
、お
互
い
顔
が
見
え
る
の
が
一
番
な
ん
で

す
よ
。一
繍
屋
と
し
て
分
業
の
シ
ス
テ
ム
の
中
だ
け

に
居
て
て
は
、い
つ
ま
で
た
っ
て
も
お
客
さ
ん
の
顔

は
見
え
ま
せ
ん
。流
通
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
大
い
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

消
費
者
の
方
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
問
屋
は
ん
の
領
域
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
せ
え
へ

ん
よ
う
に
、能
装
束
と
か
、小
袖
と
か
、ま
ず
美
術
工

芸
に
近
い
も
の
か
ら
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
工
夫
し
て
。

　

立
命
館
で
、経
営
の
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強
さ
し

て
も
う
た
こ
と
で
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
勇
気
や
、そ
の
方
法
の
ヒ
ン
ト
が
も
ら
え
た
と
思

う
て
ま
す
。耳
の
痛
い
こ
と
も
聞
こ
え
て
き
た
け
れ

ど
、頑
張
っ
た
ら
応
援
し
て
く
れ
は
る
人
の
ほ
う
が

多
い
ん
で
す
か
ら
。

桜
散
る
雨
の
大
覚
寺
で
映
え
る
着
物
は

　

長
艸
さ
ん
が
仕
事
の
醍
醐
味
を
最
も
強
く
感
じ

る
の
は
、〝
そ
の
人
の
、そ
の
時
だ
け
の
着
物
〟の
出

来
上
が
り
を
思
い
描
く
時
で
あ
る
と
い
う
。

長
艸 

お
客
さ
ん
と
お
会
い
し
て
、ど
ん
な
時
に
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
着
は
る
も
の
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。そ

し
て
そ
の
方
の
お
年
頃
や
、
肌
の
色
、お
顔
立
ち
…
、

ま
あ
、に
じ
み
出
て
く
る
雰
囲
気
で
す
な
。そ
れ
を

総
合
し
て
、地
の
色
や
ら
絵
柄
や
ら
を
、あ
あ
で
も

な
い
、こ
う
で
も
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
四
月
の
桜
の
散
る
日
に
、大
覚
寺
で
素

敵
な
男
性
と
お
会
い
す
る
と
き
の
着
物
」や
っ
た
ら
、

状
況
が
目
に
浮
か
び
ま
す
や
ん
。僕
の
中
で
想
像
が

膨
ら
ん
で
き
て
、元
々
好
き
な
せ
い
も
あ
る
け
れ
ど
、

そ
の
お
客
さ
ん
が
主
人
公
の
映
画
み
た
い
に
な
っ
て

く
る
。「
春
雨
降
る
か
も
し
れ
ん
な
。男
は
ん
が
こ
ん

な
ふ
う
に
傘
を
さ
し
か
け
て
…
」
っ
て
。
す
る
と
、

そ
の
着
物
は
、そ
の
お
客
さ
ん
だ
け
の
一
枚
に
な
る
。

こ
れ
ほ
ど
で
な
く
と
も
、お
茶
の
世
界
の
人
か
、
花

Ritsumei Interview

「色出し」。使う色を決めていく。
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柳
界
の
人
か
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
も
、ふ
さ
わ
し

い
色
が
全
然
違
っ
て
き
ま
す
し
、色
も
ね
、あ
る
一
色

を
足
す
か
引
く
か
で
、似
合
う
年
齢
の
幅
が
十
歳
く

ら
い
変
わ
る
ん
で
す
よ
。不
思
議
な
も
ん
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
、〝
祇
園
大
学
〟が
生
き
て
く
る
（
笑
）。と
い

う
わ
け
で
、こ
の
想
像
図
づ
く
り
が
山
場
で
す
。こ

の
段
階
で
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
感
性
を
総

動
員
し
ま
し
て
、そ
の
後
は
確
か
な
段
取
り
と
技
術

で
も
っ
て
仕
上
げ
て
い
く
わ
け
な
の
で
、職
人
と
し

て
の
僕
に
な
る
ん
で
す
。

　

汎
用
性
の
あ
る
も
ん
と
違
う
、と
こ
と
ん
こ
だ

わ
っ
た
も
ん
や
か
ら
、
出
来
上
が
る
着
物
は
、あ
る

意
味
で
け
っ
た
い
で
す
。「
な
ん
や
こ
れ
」と
言
わ
れ

つ
つ
も
、
人
の
興
味
を
ひ
く
、そ
れ
が
ベ
ス
ト
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
自
分
自
身
が
惚
れ
込
め
る
作
品
に

し
な
け
れ
ば
。

　

で
も
、僕
が
な
ん
ぼ
一
生
懸
命
つ
く
っ
て
も
、お
祖

母
さ
ん
、お
母
さ
ん
か
ら
娘
さ
ん
へ
と
伝
わ
る
着
物

に
勝
る
も
ん
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寸
法
を
直
し
た
り
、

少
し
あ
し
ら
い
を
し
直
す
だ
け
で
十
分
素
晴
ら
し
い
。

持
っ
た
は
る
着
物
を
大
切
に
す
る
心
、そ
れ
も
伝
え

て
い
き
た
い
の
で
す
。あ
る
一
瞬

の
大
事
な
着
物
と
、ず
っ
と
代
々

受
け
継
ぐ
着
物
、両
方
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
装
い

が
生
き
て
く
る
ん
で
す
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
最
中
に

も
、
長
艸
さ
ん
の
手
は
き
び
き

び
と
動
き
、エ
ル
メ
ス
の
バ
ッ
グ

に
あ
し
ら
わ
れ
る
刺
繍
が
鮮
や

か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

長
艸 

た
と
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ブ
ラ
ン
ド
の
仕
事
を
す

る
時
で
も
、僕
の
軸
足
は
し
っ
か
り
と
京
都
に
あ
り

ま
す
。こ
の
糸
の
手
触
り
に
音
…
、糸
の
束
を
ね
じ

る
と
、キ
ュ
ッ
、キ
ュ
ッ
と
絹
の
音
が
す
る
で
し
ょ
、

こ
の
中
で
僕
は
育
っ
た
。
毎
日
毎
日
お
ん
な
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
て
、〝
京
都
〟が
身
体
の
中
に
染
み
込
ん

で
い
る
。一
見
し
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
へ
ん
、染
み
込

ん
だ
も
ん
が
、
京
都
の
伝
統
を
後
世
に
、そ
し
て
外

の
世
界
に
伝
え
て
い
く
の
や
と
思
い
ま
す
。

　

僕
ら
京
都
の
人
間
は
、自
負
と
か
、主
張
し
た
い

部
分
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
か
ら
さ
ま

に
は
言
わ
へ
ん
け
ど
、振
る
舞
い
に
よ
っ
て
言
う
の

が
京
都
人
。
そ
し
て
、そ
の
過
程
を
日
々
楽
し
む
。

僕
も
、こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
仕
事
し
た
り
、
自
分
で

も
〝
京
の
着
倒
れ
〟
の
文
化
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

中
で
、「
毎
日
遊
ん
だ
は
ん
の
や
、あ
の
人
」
と
言
わ

れ
た
い
と
（
笑
）。
ま
あ
、難
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
な
（
笑
）。

1948年 京都・西陣に生まれる

1977年 本学経営学部卒業

1992年 繍・能装束～伝承の美・鬘帯の魅力～展

（東京）

1994年 能衣装・小袖展（パリ・バガテル城）

1995年 エルメス本店 

 ディスプレイ刺繍制作（パリ）

1996年 衆議院本館議長室欄間 孔雀文 

 復元・新調

1998年 飛騨高山祭 屋台懸装 制作（龍・虎）

2000年 平成創作能衣装・小袖展（東京）

2002年 パリ春夏コレクション協力

 （ジャン・ルイ・シェレルコレクション）

2003年 相国寺 法被八角龍 復元・新調

2004年 京刺繍～長艸敏明・純恵の世界展

 （名古屋）

2006年 京繍　長艸の仕事展（京都）

2007年 1200年の伝統に生きる 京繍の技

 ～長艸敏明・純恵の仕事～展（旭川）

繍司長艸、貴了館ギャラリー、
刺繍教室等の情報はこちら

http://www.nagakusa.com/

長艸敏明さん。代表作「洛中洛外図」とともに

Toshiaki Nagakusa

Ritsumei Interview

刺繍をする長艸さん
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あ
こ
が
れ
の
京
都
で
学
び
た
い
。
立
命
館
大
学
の
門
を
た
た
い
た
の
が

一
九
七
七
年
春
。地
方
か
ら
で
て
き
た
者
に
と
っ
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
き

さ
と
学
生
数
の
多
さ
に
び
っ
く
り
す
る
や
ら
、知
り
合
い
は
で
き
る
の
か
と
不
安
だ

ら
け
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
こ
と
が
本
当
に
懐
か
し
い
限
り
で
す
。

そ
ん
な
不
安
も
ク
ラ
ス
や
サ
ー
ク
ル
活
動
が
私
の
素
敵
な
居
場
所
に
な
り
学
生

生
活
を
充
実
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。ク
ラ
ス
で
取
り
組
ん
だ
原
水
禁
大
会
参
加
の

た
め
の
署
名
や
募
金
活
動
や
学
園
祭
へ
の
取
り
組
み
な
ど
よ
き
思
い
出
で
す
。

み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
こ
と
を
や
り
あ
げ
る
達
成
感
や
社
会
と
向
き
合
う
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
一・二
回
生
で
の
取
り
組
み
が
、福
祉
を
学
び
た
い
思
い
へ
と
ふ
く
ら

ん
で
い
き
ま
し
た
。そ
ん
な
思
い
で
、迷
い
な
く
加
藤
先
生
の
地
域
福
祉
ゼ
ミ
を
選

び
ま
し
た
。

加
藤
先
生
は
、と
て
も
お
若
く「
ゼ
ミ
の
一
番
上
の
お
姉
さ
ん
」
と
お
呼
び
し
た

く
な
る
よ
う
な
近
い
存
在
で
し
た（
今
で
も
そ
う
だ
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
）。加

藤
ゼ
ミ
は
一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
思
っ
た
こ
と
、考
え
た
こ
と
を
自
由
に
発
言
で
き

る
よ
き
雰
囲
気
が
あ
り
、楽
し
い
時
間
と
仲
間
を
共
有
で
き
る
と
心
底
思
い
ま
し
た
。

加
藤
先
生
か
ら
私
た
ち
ゼ
ミ
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、福
祉
は
誰
の
た
め
に
あ
る
の

か
、学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
自
分
の
生
き
方
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、『
私
の
原
点
』を

問
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
今
に
し
て
思
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
し
て
二
六
年
、今
も
福
祉
の
現
場
で
働
い
て
い
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

私
も
そ
の
一
人
で
す
。福
祉
情
勢
の
厳
し
さ
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、変
え
て
い
く
こ

と
で
続
け
ら
れ
る
の
も
加
藤
ゼ
ミ
で
培
っ
た『
私
の
原
点
』が
あ
る
か
ら
だ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

加
か と う

藤 薗
そ の こ

子先生
名誉教授（産業社会学部）
在職 1979年～ 2005年
社会福祉論

卒業生の皆さん、お元気ですか。
福祉ゼミの合言葉であった『科
学とヒューマニズム』を胸に秘め
様 な々分野でご活躍のことと思い
ます。私も生涯現役を目標に、現
在も岐阜関市の大学と京都間
の遠距離通勤に励んでいます。

村井文枝 
（’56産社）
社会福祉法人 はるの里 
小規模通所授産施設
はるの里勤務

教 え 子

仲
田
先
生
は
、私
共
が
在
学
中
に『
卒
業
し
た
ら
年
賀
状
は
絶
対
に
絶
や
す

な
よ
』と
お
っ
し
ゃ
り
、時
間
を
つ
く
り
札
幌
、金
沢
、新
潟
、東
京
と
行
く

先
々
で
卒
業
生
と
お
酒
を
酌
み
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。旧
交
を
温
め
る
懐
の
深
い
人

で
す
。二
十
年
前
と
全
く
変
わ
ら
な
い
笑
顔
で
、会
話
も
楽
し
く
長
く
弾
み
ま
す
。

在
学
当
時
の
仲
田
ゼ
ミ
は
、先
生
の
明
る
さ
と
清
潔
感
溢
れ
る
性
格
か
ら
女
子

の
間
で
は
一
番
人
気
、し
た
が
っ
て
、男
子
も
必
然
的
に
一
番
人
気
。今
風
に
言
え
ば
、

品
格
の
あ
る
先
生
で
す
。仲
田
ゼ
ミ
は
相
当
の
競
争
率
で
、ま
さ
に
優
良
企
業
の
人

事
部
の
如
く
、学
術
系
、学
園
祭
、学
生
運
営
、体
育
会
、応
援
団
等
各
方
面
で
活
躍

し
て
い
る
人
を
採
用
し
て
、ゼ
ミ
生
は
多
種
多
様
、多
才
で
し
た
。先
生
は
、学
生
と

同
じ
視
線
で
コ
ン
パ
、旅
行
、宇
多
野
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
合
宿
に
積
極
的
に

ご
出
席
に
な
り
、楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。授
業
中
は
、経
営
管
理
と
い
う

専
門
分
野
か
ら
モ
ノ
の
見
方
、分
析
視
角
を
教
授
し
て
戴
き
、ゼ
ミ
討
論
で
は
経
営

学
と
い
う
学
問
だ
け
で
な
く
、人
間
育
成
の
場
と
し
て
相
手
の
意
見
を
傾
聴
し
、尊

重
し
、見
解
の
相
違
も
理
解
す
る
。理
解
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

情
報
の
中
で
何
が
正
し
い
か
、情
報
の
多
重
性
も
ゼ
ミ
で
学
び
ま
し
た
。

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
接
し
て
く
れ
た
仲
田
先
生
で
す
が
、一
度
だ
け
厳
し
く
叱
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。合
宿
中
の
夏
の
夜
、ゼ
ミ
の
女
子
が
他
校
の
学
生
に
誘
わ

れ
た
と
き
に
傍
観
し
て
い
た
男
子
に『
君
た
ち
は
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
！
』と
雷

を
落
と
さ
れ
た
の
で
す
。先
生
は
、女
子
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
お
ら
れ
、そ
れ
は
、

ゼ
ミ
生
の
後
々
の
危
機
管
理
意
識
を
醸
成
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
は
、京
都
橘
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、週
一
日
は
立
命
館
で

も
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。今
後
も
経
営
組
織
論
を
題
材
に
多
才
な
人
材
を
育
成
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。

先生からの一言

仲
な か た

田 正
ま さ き

機先生
名誉教授（経営学部）
在職 1980年～現在
国際比較経営論

今もBKCに通って4年ゼミを担当
しています。学生主体のゼミ運
営は昔と同じです。学生の創意
と工夫に驚かされることが、たび
たびです。教えるとは学ぶことで
すね。皆さんのご活躍とご健勝を
祈念しておりますよー。

山田 隆一 
（’62経営）
阪神機器（株）
代表取締役副社長

教 え 子

先生からの一言



自由席
心のおもむくままに、言葉を紡ぎましょう

15 JANUARY 2008

日
本
の
魂
を
伝
え
る
芸
術

京
都
の
町
に
は
、そ
の
歴
史
の
深

さ
を
語
る
文
化
が
あ
る
。歌
舞
伎
、舞
、

茶
道
、華
道
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

そ
の
古
典
芸
能
を
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
ひ
た
す
ら
受
け
継
ぐ
ク
ラ
ブ

が
あ
る
。そ
れ
が
、「
立
命
能
」を
演
じ

続
け
る
立
命
館
大
学
能
楽
部
で
あ
る
。

今
年
で
七
十
八
年
と
い
う
、本
学
学
芸

系
で
最
長
の
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
能

楽
部
の
活
動
を
紹
介
し
よ
う
。

立
命
館
で
学
生
時
代
を
送
っ
た
筆

者
は
、異
文
化
に
触
れ
よ
う
と「
キ
ャ

ラ
バ
ン
ク
ラ
ブ
」
に
属
し
、
大
い
に
世

界
を
覗
き
見
た
。し
か
し
一
方

で
、日
本
文
化
発
祥
の
地
京
都

で
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
は
、日

本
の
魂
に
触
れ
る
こ
と
で
も

あ
る
と
感
じ
て
い
た
。十
四
世

紀
に
始
ま
っ
た
能
や
狂
言
の

も
つ
芸
術
性
は
、庶
民
の
批
判

精
神
を
く
す
ぐ
り
、
人
間
の

持
つ
普
遍
性
を
極
限
ま
で
追

求
し
、洗
練
し
た
舞
台
芸
術
に

高
め
た
も
の
で
あ
る
。そ
の
舞

台
装
置
は
、英
国
の
古
典
演
劇

（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇
）の
そ

れ
に
も
似
て
、ま
た
、野
外
劇

場
で
演
ぜ
ら
れ
る
そ
の
雰
囲

気
に
も
共
通
し
て
い
る
。文
化
や
国
情

は
異
な
っ
て
も
、人
間
が
作
り
出
す
芸

術
に
は
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
次
第
で
あ
る
。

立
命
能
の
歴
史

立
命
能
の
歴
史
は
、一
九
二
九
（
昭

和
四
）
年
に
遡
る
。
当
時
、
謡
曲
同
好

会
が
中
心
で
、サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
発

足
し
た
。創
世
期
、戦
前
、戦
中
、戦
後

復
活
の
時
代
、そ
し
て
、部
員
百
五
十

名
を
超
え
る
全
盛
時
代
、学
生
能
と
し

て
一
つ
の
時
代
を
な
し
、全
国
他
大
学

と
の
連
帯
の
中
で
成
長
し
た
時
代
、大

学
内
に
舞
台
を
開
き
大
学
文
化
活
動

と
し
て
の
立
命
能
を
認
知
せ
し
め
た

時
代
、役
料
制
度
を
廃
し
財
政
と
演
能

を
分
離
し
、シ
テ
方
、ワ
キ
方
、地
謡
方

の
す
べ
て
を
学
生
が
演
ず
る
本
当
の

学
生
能
を
確
立
し
た
時
代
、

そ
し
て
、一
九
八
〇
年
代
か

ら
現
在
に
至
る
い
か
な
る

時
代
に
お
い
て
も
、部
員
た

ち
の
情
熱
と
、舞
台
を
見
に

来
て
下
さ
る
観
客
（
市
民
）

の
存
在
、そ
し
て
常
に
現
役

部
員
の
活
動
を
温
か
く
見

つ
め
、支
援
す
る
先
輩
た
ち

の
存
在
が
あ
っ
た
。

部
の
歴
史
の
中
に
は
種
々
の
困
難

が
あ
っ
た
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え
て
活

動
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、困
難
の
先
に
、

よ
り
確
か
な「
舞
台
を
見
て
も
ら
え
る

喜
び
」や
、部
員
同
士
の
連
帯
と
信
頼
、

創
造
す
る
喜
び
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。今
も
そ
の
気
迫
と
情
熱
を

も
っ
て
舞
台
に
上
が
る
。
そ
れ
が
、
立

命
能
の
伝
統
を
作
り
出
し
て
い
る
。

立
命
能
の
発
表
は
、
春
は
五
月
頃

の「
立
命
薪
能
」、
秋
は
十
一
月
頃
の

「
立
命
能
」と
、年
二
回
あ
る
。最
近
の

演
目
は
、『
殺
生
石
』、『
巻
絹
』、『
賀
茂
』、

『
花
月
』、『
敦
盛
』、『
龍
田
』、『
野
守
』な

ど
で
あ
る
。現
在
は
十
三
名
の
部
員
が
、

歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
引
継
い
で
頑

張
っ
て
い
る
。先
輩
校
友
と
現
役
部
員

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
は
、能
楽
部

の
伝
統
で
も
あ
る
。

校
友
か
ら
の
能
面
寄
贈

一
昨
年
、こ
の
よ
う
に
地
道
な
立
命

能
の
活
動
に
強
力
な
助
人
が
現
れ
た
。

立
命
館
中
学
校
高
等
学
校
の
退
職
教

員
の
一
人
、藤
原
秀
夫
先
生（
'45
専
理
、

'52
理
工
）で
あ
る
。一
九
四
五
年
か
ら

教
鞭
を
と
り
な
が
ら
、卒
業
生
た
ち
の

頑
張
り
を
見
続
け
て
い
た
。　

先
生
は
退
職
後
、市
民
講
座
な
ど
で

能
面
を
打
つ
こ
と
を
学
び
、こ
の
二
十

年
ほ
ど
で
数
十
余
り
の
面
を
完
成
さ

せ
た
。「
も
し
学
生
能
で
練
習
用
に
で

も
役
に
立
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
寄
贈

し
た
い
」
と
申
し
出
ら
れ
て
、
九
つ
の

面
（
十
六
敦
盛
、小
癋
見
、父
尉
、中
将
、

喝
食
、平
太
、般
若
、泥
眼
、花
月
）の

贈
呈
が
実
現
し
た
。部
員
達
か
ら
は
大

変
喜
ば
れ
、丁
寧
な
御
礼
状
と
、発
表

へ
の
招
待
状
が
届
い
て
い
る
。部
員
達

の
立
命
能
に
か
け
る
情
熱
と
努
力
が

新
し
い
人
間
関
係
を
作
り
出
し
た
と

い
う
温
か
い
話
で
あ
る
。

＊
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、能
楽
部
の
尾
藤
広
志
部

長（
経
済
2
）に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

＊『
立
命
館
大
学
能
楽
部
創
立
五
十
周
年
記
念

誌
』（
一
九
八
一
）を
参
考
に
し
ま
し
た
。

能
楽
部
の
活
動
と

九
つ
の
能
面
が
結
ん
だ
縁

中
村
和
歳（
'61
文
）

2007年度立命能『殺生石』 （写真：能楽部提供）

贈られた面をつける部員（写真：藤原秀夫氏提供）
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垣根を取り去る努力が
生み出す力

モンテ・カセム  立命館アジア太平洋大学学長

渡辺 公三  立命館大学大学院先端総合学術研究科教授

学 び の 交 差 点

学問分野・国家地域・民族文化の枠を越えて
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カ
セ
ム 

渡
辺
先
生
、お
久
し
ぶ
り
で
す
。お
元
気
そ
う
で
。

渡
辺 

カ
セ
ム
先
生
も
、お
変
わ
り
な
く
て
。

カ
セ
ム 

先＊
１

端
総
合
学
術
研
究
科
の
設
置
構
想
を
先
生
が

練
っ
て
お
ら
れ
る
と
き
に
、よ
く
ご
一
緒
し
ま
し
た
よ
ね
。

渡
辺 
本
当
に
、先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。先
端
総
合
学
術
研
究
科
に
係
わ
る
話
も
、後
ほ

ど
、
私
た
ち
の
大
き
な
接
点
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
日
は
学
び
に
関
す
る
対
談
と
い
う
こ

と
で
、ま
ず
は
お
互
い
の
学
問
遍
歴
を
語
り
ま
し
ょ
う
か
。

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
研
究
に

行
き
着
く
ま
で 

理
学
・
建
築
学
・
工
学
・
人
類
学
の
融
合

カ
セ
ム 

私
の
出
発
は
理
学
か
ら
で
し
た
。
大
学
の
自
然

科
学
部
で
、
物
理
学
・
動
物
学
・
植
物
学
な
ど
を
幅
広

く
…
。そ
ん
な
時
、同
じ
学
部
の
中
に
建
築
学
科
が
新
設

さ
れ
た
の
で
、面
白
そ
う
だ
と
思
っ
て
転
科
し
た
の
で
す
。

　

建
築
学
を
学
ん
で
良
か
っ
た
の
は
、そ
れ
が
文
系
・
理

系
と
い
う
垣
根
や
、
理
性
と
感
性
の
垣
根
を
取
り
払
っ

て
く
れ
る
、総
合
的
な
実
学
の
現
場
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
建
築
と
は
創
造
的
な
解
決
策
と
し
て
の「
物
」、

つ
ま
り
建
物
や
構
造
物
を
形
作
っ
て
い
く
作
業
で
す
。

複
雑
な
工
程
を
調
整
し
な
が
ら
、
具
体
物
と
し
て
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
過
程
で
、行
政
官・

技
術
者
・
科
学
者
か
ら
一
般
の
市
民
ま
で
、い
ろ
い
ろ
な

能
力
や
考
え
方
を
持
つ
人
と
出
会
い
、
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
き
た
の
で
す
。

　

留
学
生
と
し
て
日
本
へ
や
っ
て
き
て
、
大
学
院
で
は

工
学
系
の
高
度
な
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
勉
強
す
る

と
と
も
に
、あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
の
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な

規
模
の
企
業
で
、生
産
工
程
の
調
査
・
分
析
を
し
ま
し
た
。

当
時
の
私
は
、「
工
学
的
な
技
術
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、人
間
が
直
面

し
て
い
る
課
題
を
解
決
し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
工
程
分
析
を
研
究
の
芯
に
す
る
こ
と
は
決

め
て
い
ま
し
た
。

　

民
間
企
業
で
働
い
て
い
た
と
き
に
は
、
自
分
の
技
術

力
を
組
織
力
と
し
て
展
開
し
て
い
く
す
べ
を
身
に
つ
け
、

続
い
て
国
連
の
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、生
産
工
程
分

析
と
い
う
芯
に
、そ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
多
様
な
知
識

を
結
び
つ
け
て
応
用
し
て
、主
に
東
南
ア
ジ
ア
で
産
業
技

術
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

渡
辺 

今
の
カ
セ
ム
先
生
は
、工
学
の
枠
の
中
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

カ
セ
ム 

国
連
勤
務
の
時
代
に
、技
術
を
指
導
す
る
つ
も

り
で
赴
い
た
土
地
で
、
熱
帯
雨
林
や
珊
瑚
礁
の
素
晴
ら

し
さ
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
自
然
と
係
わ
る
知
恵
の

素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。で
も
そ
の
時

点
で
は
、「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
自
然
を
壊
し
て
は
い
け

な
い
」と
直
感
し
た
だ
け
で
、そ
れ
が
持
つ
本
当
の
価
値

に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
立
命
館
の
教
員
に
な
っ
て
、

自
分
の
そ
れ
ま
で
の
研
究
や
経
験
を
整
理
す
る
時
間
を

持
っ
て
初
め
て
、あ
の
森
や
海
の
力
が
な
ぜ
偉
大
な
の
か

が
よ
く
分
か
り
、
人
間
の
生
産
活
動
と
地
球
環
境
の
関

係
と
を
、広
い
視
野
を
も
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。こ
ん
な
わ
け
で
そ
の
後
は
、地
球

に
や
さ
し
い
技
術
開
発
、
人
間
に
や
さ
し
い
技
術
開
発

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て
い
る
の
で
す
。前
者

は
さ
ら
に
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
自
動
車
製
造
業
、
建
設
業
と
い
っ
た
中
核
産
業
の
生

産
工
程
を
分
析
し
て
、な
る
べ
く
地
球
環
境
を
傷
つ
け

な
い
方
法
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
と
、も
う
一
つ

は
も
っ
と
根
源
的
な
問
題
で
、人
間
が
壊
し
て
し
ま
っ
た

生
態
系
を
復
元
し
、
生
物
の
多
様
性
を
取
り
戻
そ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
ら
が
、い
わ
ゆ
る
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ー
研
究
と
い
う
も
の
で
、先
生
の
ご
専
門
の
人
類

学
か
ら
も
、最
近
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
ん
で
す
よ
。

　

人
類
は
、
大
変
な
矛
盾
を
背
負
い
な
が
ら
こ
の
地
球

上
で
生
き
て
い
ま
す
。
人
間
の
将
来
の
生
活
環
境
を
担

保
し
て
い
る
、
例
え
ば
熱
帯
雨
林
や
さ
ん
ご
礁
と
い
っ

た
生
態
系
を
壊
し
、
資
源
を
食
い
つ
ぶ
す
こ
と
に
よ
っ

て
、世
界
を
め
ぐ
る
富
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。そ

れ
ら
の
折
り
合
い
を
い
か
に
つ
け
る
の
か
、そ
の
た
め
の

方
法
を
探
し
て
き
た
の
で
す
。学
生
や
、現
地
の
住
民
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
行
う
、水
の
浄
化
装
置
の
開
発
・
設

置
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、貧
困
の
救
済
に
も
、環

境
保
全
の
観
点
か
ら
も
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す

し
、こ
の
頃
は
、二
〇
〇
四
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
さ
れ
た
、ケ
ニ
ア
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
先
生
が
な

さ
っ
て
い
る
植
林
運
動
と
も
連
携
し
て
い
ま
し
て
、手
応

え
が
感
じ
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
。

見
逃
し
て
い
た
も
の
を
探
し
て 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ・
ア
フ
リ
カ
生
活
と
人
類
学
研
究

渡
辺 

私
は
、人
類
学
と
真
剣
に
向
き
合
う
ま
で
に
、い
ろ

い
ろ
と
回
り
道
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、
物
心
付
い
た
頃
に
抱
い
た

ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
関
心
で
し
た
。一
九
六
〇
年
、ア

フ
リ
カ
大
陸
に
た
く
さ
ん
の
独
立
国
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
世
界
が
に
わ
か
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
、子
供
心
に
も
、新
し
い
太
陽
が
地
平
線

の
彼
方
か
ら
昇
る
の
を
眺
め
る
よ
う
な
期
待
感
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、す
ぐ
に「
コ
ン
ゴ
動
乱
」
が
起

こ
っ
て
大
変
な
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。そ
れ
に

衝
撃
を
受
け
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
と
の
出
会
い
は
鮮
烈
で
し
た
が
、
幼
少
時

か
ら
、外
国
、特
に
ア
メ
リ
カ
の
影
は
常
に
感
じ
な
が
ら

育
っ
て
き
ま
し
た
。隣
人
は
ア
メ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る
軍
属

で
、家
の
す
ぐ
近
く
に
は
進
駐
軍
の
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま

し
た
。朝
鮮
戦
争
が
終
わ
り
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
始
ま
る

前
で
す
。

　
一
九
六
八
年
、大
学
に
入
る
と
、南
ア
フ
リ
カ
の
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
に
反
対
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
て
、再
び
ア

フ
リ
カ
に
関
心
が
向
き
、
反
対
運
動
に
も
及
び
腰
な
が

学 び の 交 差 点

学 

問 

遍 

歴
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ら
参
加
し
ま
し
た
。け
れ
ど
も
一
方
で
は
、ア
フ
リ
カ
世

界
を「
人
権
」と
い
う
観
点
だ
け
で
割
り
切
っ
て
考
え
て

良
い
も
の
か
と
い
う
疑
問
も
湧
い
て
き
た
の
で
す
。
人

権
と
い
う
考
え
方
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
も
の
で

す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
渡
っ
て
き
た
眼
鏡
を
か
け
て
、本

当
に
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
が
分
か
る
の
か
と
い
う
疑
問
で

す
。
そ
れ
で
人
類
学
の
道
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
と
今
は

思
い
ま
す
。し
か
し
、し
ば
ら
く
し
て
、人
類
学
そ
れ
自

体
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
起
源
で
あ
る
と
気
付
き
ま
し
た
（
笑
）。

結
局
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
と
。

　

な
ら
ば
、ア
フ
リ
カ
世
界
の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
影

響
を
与
え
、ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
が
生
ま
れ
た
背
景
に

も
な
っ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
、大
学
二
年
の
時
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
ま
し
た
。日

本
の
大
学
は
荒
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
状
況
で
も

努
力
次
第
で
身
に
付
け
ら
れ
る
も
の
は
外
国
語
だ
ろ
う

と
、フ
ラ
ン
ス
語
を
意
識
的
に
勉
強
し
て
、し
ば
ら
く
の

間
、通
訳
を
し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
当
時
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
日

本
の
企
業
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
プ
ラ
ン
ト
を
輸
出
し
て

工
場
建
設
を
す
る
と
な
る
と
、ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
国
営

企
業
の
代
表
、フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
人
、

日
本
の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
会
社
の
人
、こ
の
三
者
が
、工
程

表
を
見
な
が
ら
細
部
に
わ
た
り
検
討
す
る
場
が
も
た

れ
ま
す
。
そ
こ
に
同
席
し
ま
し
た
。
こ
の
作
業
順
序
は

お
か
し
く
な
い
か
と
か
、
無
駄
な
費
用
を
計
上
し
て
い

な
い
か
と
か
…
。物
事
が
形
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
、つ

ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。場
合
に
よ
っ
て
は
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
と
日
本
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
話

し
合
い
を
通
訳
し
、工
場
の
現
場
で
働
く
人
た
ち
と
一
緒

に
寝
泊
り
も
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、日
本
の
社
会
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
を
垣

間
見
た
上
で
、今
度
こ
そ
、そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
世
界

で
あ
る
ア
フ
リ
カ
を
見
て
み
よ
う
と
、や
っ
と
決
心
が
つ

き
ま
し
た
。中
央
ア
フ
リ
カ
の
ザ
イ
ー
ル
（
現
・
コ
ン
ゴ

民
主
共
和
国
）の
、ク
バ
王
国
と
い
う
一
地
域
の
人
々
を

研
究
対
象
に
し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
に
、一
九
九
〇
年
頃
で
し
ょ
う
か
、現

地
の
政
情
不
安
の
た
め
に
渡
航
も
な
か
な
か
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、そ
れ
か
ら
は
、課
題
を
少
し
変
え
て
、私

が
学
ん
で
き
た
人
類
学
と
い
う
も
の
の
歴
史
を
た
ど
り

直
す
こ
と
を
通
じ
て
、そ
の
同
時
代
の
い
ろ
い
ろ
な
学
問

が
見
過
ご
し
て
き
た
事
柄
同
士
の
連
関
を
調
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
社
会
の
中
で
日
頃
感
じ
て

い
る
問
題
の
原
因
が
、従
来
の
学
問
が
見
落
と
し
て
き
た

こ
と
の
中
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、解
決
の
た
め
に
、何
を

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。ど
の
よ
う
に
問
題
提
起
を
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
。人
文
社
会
科
学
の
分
野
で
も
、こ
う

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。先
端
総

合
学
術
研
究
科
の
立
ち
上
げ
の
仕
事
を
す
る
と
き
に
も
、

こ
ん
な
思
い
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

先
端
総
合
学
術
研
究
科
、 

そ
し
て
Ａ
Ｐ
Ｕ

渡
辺 

心
の
赴
く
ま
ま
に
海
外
に
渡
っ
た
り
、研
究
し
た

り
し
て
、も
ち
ろ
ん
人
と
の
出
会
い
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、本
質
的
に
は
、私
は
一
人
で
気
ま
ま
に

生
き
て
き
ま
し
た
（
笑
）。し
か
し
立
命
館
に
来
て
、
少

し
変
な
言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
に
な
れ

た
と
思
い
ま
す
。何
か
新
し
い
セ
ク
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
と

か
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
仕
事
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
、

立
命
館
で
初
め
て
経
験
し
た
の
で
す
。

　

先
端
総
合
学
術
研
究
科
の
構
想
は
、二
〇
〇
〇
年
か

ら
始
め
た
の
だ
っ
た
か
な
。
新
し
い
大
学
院
を
ど
ん
な

も
の
に
し
た
い
の
か
、そ
こ
で
何
を
や
り
た
い
の
か
を

皆
さ
ん
に
説
明
し
、よ
く
ご
意
見
を
伺
っ
た
上
で
説
得

し
、賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
、力
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
方

を
増
や
し
て
い
く
。こ
れ
は
、学
問
の
世
界
で
自
分
が
何

に
関
心
を
持
ち
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
を
説
明

す
る
の
と
は
全
く
違
う
作
業
で
あ
っ
て
、
私
は
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
過
程
で
、カ
セ

ム
先
生
か
ら
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
学
術
的
な
骨
子
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も

で
す
。

　

私
が
思
っ
て
い
た
の
は
、こ
れ
か
ら
は
人
文
・
社
会
系

と
言
わ
れ
る
分
野
で
も
、
人
や
社
会
に
対
し
て
提
案
し

て
、動
い
て
、実
際
に
世
の
中
の
何
か
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。と
い
う
こ
と
は
、新
し

い
大
学
院
は
、人
文
科
学
、社
会
科
学
の
研
究
を
す
る
者

同
士
が
、ど
う
い
う
社
会
に
し
た
い
の
か
、ど
う
い
う
人

間
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
の
か
と
の
問
い
を
投
げ
か

け
あ
い
、あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
中
で
解
決
の
方
法
を
見

つ
け
て
い
け
る
よ
う
な
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ

を
課
題
と
し
て
意
識
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

モ
ン
テ    

カ
セ
ム

学
問
・
文
化
の
垣
根
を
取
り
払
う
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カ
セ
ム 

あ
の
頃
、
渡
辺
先
生
と
お
話
し
し
て
い
て
非
常

に
感
動
し
た
の
は
、先
生
が「
経た

て

糸い
と

と
横
糸
で
新
し
い
学

問
の
生
地
を
つ
く
り
た
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。

経
糸
と
し
て
は
、研
究
主
題
設
定
の
軸
と
な
る
、エ
シ
ッ

ク
ス
（
倫
理
）、シ
ヴ
ィ
ル
・
ラ
イ
ツ
（
公
民
権
・
基
本
権
）、

そ
し
て
私
の
願
い
を
い
れ
て
い
た
だ
い
た
サ
ス
テ
イ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持
続
可
能
性
）を
、そ
し
て
横
糸
と
し
て
、

公
共
、
生
命
、
共
生
、
表
象
と
い
う
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
領
域
を
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
専
門
分
野
と
い
う

狭
い
枠
組
み
を
超
え
て
、
新
し
い
学
問
を
織
り
成
し
て

い
こ
う
と
い
う
発
想
は
素
晴
ら
し
い
。

　

四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
領
域
は
、ど
れ
も
こ
れ
か
ら
の

人
類
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
課
題
で
す
。例
え
ば
、「
公

共
性
」の
再
定
義
が
、こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

動
き
の
中
で
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、「
生

命
」研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
る
学
生
は
、例
え
ば

次
の
よ
う
な
研
究
を
し
ま
す
。か
つ
て「
姥
捨
て
」の
仕

組
み
が
あ
っ
た
時
代
、
人
は
集
合
体
と
し
て
の
自
分
た

ち
が
生
存
す
る
た
め
に
は
老
人
の
生
命
は
多
少
犠
牲
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
自
覚
し
た
上
で
、
彼
ら
を
先
祖
神

と
し
て
祀
る
こ
と
で
お
返
し
を
し
て
い
た
。し
か
し
今
は
、

生
ま
れ
た
子
供
を
長
生
き
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

と
い
う
価
値
観
に
変
わ
っ
て
い
る
。こ
の
変
化
の
プ
ロ
セ

ス
を
解
明
し
よ
う
、と
。こ
れ
は
、
新
し
い
倫
理
の
基
準

づ
く
り
に
貢
献
す
る
も
の
で
、そ
れ
に
基
づ
い
て
、人
権

や
公
共
性
と
い
っ
た
も
の
も
問
い
直
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
い
う
場
合
に
は
、
分
野
の
垣
根
の
な
い
研
究
が
必

ず
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
が
で
き
て
初
め
て
、人
間

の
在
り
方
、
生
き
方
と
い
う
深
い
問
題
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

渡
辺 

垣
根
が
な
い
と
言
え
ば
、カ
セ
ム
先
生
は
、立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）と
い
う
、国
家
・
地
域
・
文

化
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
学
び
の
場
で
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
さ
れ
、成
功
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。私
が
研
究

科
長
の
こ
ろ
同
僚
た
ち
と
毎
年
Ａ
Ｐ
Ｕ
を
訪
ね
て
大
学

院
へ
の
勧
誘
を
試
み
ま
し
た
。そ
の
反
響
よ
り
も
何
よ
り

も
、い
ろ
い
ろ
な
土
地
か
ら
違
っ
た
背
景
を
も
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
個
性
を
も
っ
た
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所

に
い
る
こ
と
自
体
が
い
い
経
験
で
し
た
。未
知
と
の
出
会

い
は
大
学
の
一
番
大
事
な
存
在
意
義
で
す
し
、出
会
っ
た

後
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
は
垣
根
を
越
え
て
互
い
を
豊
か
に

し
ま
す
。そ
の
楽
し
い
緊
張
感
は
も
う
学
食
の
メ
ニ
ュ
ー

選
び
か
ら
は
じ
ま
る（
笑
）。こ
う
い
う
場
を
創
り
発
展
さ

せ
る
努
力
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

全
体
を
見
渡
す
こ
と
の
重
要
性

カ
セ
ム 

そ
う
で
す
。
渡
辺
先
生
の
ご
努
力
と
、Ａ
Ｐ
Ｕ

に
い
る
私
た
ち
の
努
力
に
は
、
垣
根
を
外
そ
う
と
い
う

共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
他
人
の
ふ
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い

け
る
、あ
る
い
は
自
分
の
ほ
う
に
入
っ
て
き
て
も
ら
う
、

そ
う
い
う
関
係
作
り
の
プ
ロ
セ
ス
は
、越
え
る
べ
き
境
界

が
学
問
で
あ
れ
、民
族
や
文
化
で
あ
れ
、同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
最
終
的
に
は
、先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、人

間
同
士
の
つ
な
が
り
が
大
切
な
ん
で
す
。

　

私
が
な
ぜ
垣
根
を
低
く
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
か
と

い
う
と
、
現
代
の
科
学
は
還＊

２

元
主
義
に
陥
り
や
す
い
の

で
す
。理
科
系
出
身
な
の
で
、な
お
の
こ
と
気
に
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
を
解
明
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、素
晴
ら
し
い
発
見
だ
と
さ
れ
る
。確
か
に

理
解
は
進
み
ま
す
が
、深
く
、細
か
く
究
明
し
て
い
く
そ

の
過
程
で
、
全
体
像
が
目
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま

う
。私
は
こ
れ
が
非
常
に
不
安
で
す
。全
体
的
、包
括
的

に
物
事
を
見
る
力
も
し
っ
か
り
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、例
え
ば
今
の
学
生
た
ち
は
、生
物
の
多
様
性
を
取
り

戻
し
た
い
と
言
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産
業
工
程
と
環

境
の
関
係
に
は
無
関
心
で
す
。
温
暖
化
防
止
法
を
考
え

て
い
る
者
が
、
文
化
人
類
学
で
扱
う
よ
う
な
土
着
の
民

族
の
生
活
の
知
恵
に
目
を
向
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
、私
は
、こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ま

と
め
た
図
を
見
せ
な
が
ら
、「
温
暖
化
防
止
対
策
と
、生

物
の
多
様
性
回
復
の
問
題
は
、こ
ん
な
ふ
う
に
関
係
し

て
い
る
の
で
す
よ
」と
助
言
を
し
ま
す
。

　

す
る
と
、マ
ク
ロ
的
な
研
究
チ
ー
ム
が
で
き
ま
す
。個

人
が
自
分
の
研
究
を
深
め
な
が
ら
、
他
の
人
と
も
協
働

す
る
関
係
が
で
き
る
。そ
れ
が
で
き
れ
ば
、人
間
本
来
の

好
奇
心
も
手
伝
っ
て
、そ
こ
に
新
し
い
価
値
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
。そ
し
て
次
の
賛
同
者
を
招
き
、学
び

に
広
が
り
が
出
て
き
ま
す
。

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た 

考
え
に
学
ぶ

渡
辺 

還
元
主
義
と
い
う
言
葉
が
出
た
の
で
、そ
れ
に
関

連
し
て
少
し
申
し
上
げ
ま
す
が
、
私
は
、フ
ラ
ン
ス
の

レ＊
３

ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
と
い
う
人
類
学
者
の
仕
事
に
非

常
に
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
カ
セ
ム
先
生
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、還
元
主
義
に
対
す
る
全
体
論
的
な
視
点
を
、

人
類
学
の
中
に
持
ち
込
み
、
形
作
っ
て
い
っ
た
人
な
の

で
す
。

　

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、南
北
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ

渡
辺  
公
三

学 び の 交 差 点

価
値
観
の
垣
根
を
取
り
払
う
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ア
ン
の
人
た
ち
が
語
り
継
い
で
き
た
神
話
の
研
究
を
し

ま
し
た
。
そ
の
神
話
が
語
る
も
の
、
自
分
と
は
異
質
の

世
界
に
暮
ら
す
人
々
が
語
る
も
の
は
何
か
、そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
し
て
聞
き
取
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
ん
な
こ

と
を
彼
は
ず
っ
と
課
題
に
し
て
い
た
。そ
し
て
、西
欧
文

明
が
こ
れ
ま
で
に
生
み
出
し
て
き
た
哲
学
や
宗
教
、
歴

史
等
々
の
観
点
と
は
ま
っ
た
く
違
う
物
の
見
方
が
あ
り
、

私
た
ち
が
思
い
も
し
な
か
っ
た
世
界
の
と
ら
え
方
や
、

生
き
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
神

話
に
即
し
て
示
し
て
い
ま
す
。神
話
で
は
、か
つ
て
人
間

は
他
の
生
物
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
、
他
の
種
に
学
ん
で
自
分
た
ち
が
生
き
る
知
恵
と

し
て
い
た
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。
昔
、こ
の

地
球
に
生
ま
れ
た
人
類
は
、
多
種
多
様
な
動
物
や
植
物

が
存
在
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
し
て
い
る
の
を
観

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
を
学
ん
だ
の
だ
と
。つ
ま

り
、種
の
多
様
性
が
人
間
の
思
考
を
生
み
、そ
れ
に
よ
っ

て
ま
ず
語
ら
れ
た
も
の
が
神
話
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

人
間
が
地
球
上
の
種
の
多
様
性
を
損
な
う
よ
う
な
行

為
を
続
け
れ
ば
、人
類
は
己
の
思
考
を
殺
し
、い
つ
か
は

滅
亡
に
至
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
生
き
方
を
神
話

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
。
私
は
、
二
十
世
紀

後
半
の
人
類
学
の
中
で
、こ
れ
が
最
大
の
英
知
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

カ
セ
ム 

私
も
地
球
環
境
を
考
え
て
い
く
中
で
、文
化
人

類
学
に
触
れ
ま
し
た
。ラ＊

４

パ
ポ
ー
ト
と
い
う
研
究
者
が
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
あ
る
部
族
を
研
究
し
て『
先
祖
へ
の

豚
』と
い
う
著
作
を
残
し
て
い
ま
す
。こ
の
部
族
の
女
性

た
ち
に
は
、家
畜
の
豚
を
育
て
る
役
割
が
あ
る
。一
生
懸

命
世
話
を
し
て
豚
が
殖
え
る
と
、女
性
は
忙
し
く
な
り
、

苛
立
つ
。こ
れ
が
家
庭
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
、だ
ん
な

さ
ん
と
の
仲
が
悪
く
な
る
ん
で
す
ね
。男
性
た
ち
は
、「
こ

れ
は
困
っ
た
、神
と
し
て
ま
つ
る
御
先
祖
様
に
何
か
差
し

上
げ
ね
ば
」
と
、豚
を
捧
げ
る
。す
る
と
豚
の
数
が
減
っ

て
、平
穏
な
暮
ら
し
に
戻
る
。こ
れ
は
環
境
の
基
礎
原
理

で
あ
る
循
環
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

実
は
私
は
長
い
間
、
文
化
人
類
学
が
い
っ
た
い
何
の

役
に
立
つ
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
渡
辺
先
生
や
、こ

の
ラ
パ
ポ
ー
ト
に
出
会
う
前
は
…
。で
も
今
は
、素
晴
ら

し
い
知
識
の
宝
庫
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
う

い
う
こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
か
と
い
う
と
、私
は
か
つ
て

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
後
に
は
国

連
職
員
と
し
て
、ボ
ル
ネ
オ
島
の
キ
ナ
バ
ル
山
の
ふ
も
と

の
村
で
生
産
性
向
上
の
た
め
の
技
術
指
導
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
せ
っ
か
く
栽
培
す
る
な
ら
、
商
品
価
値

の
高
い
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
し
ま
し
ょ
う
、露

地
栽
培
で
は
虫
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、ハ
ウ
ス
を
つ

く
っ
て
収
穫
時
期
の
調
節
も
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

具
合
に
。
す
る
と
村
の
長
老
が
言
い
ま
し
た
。「
あ
な
た

の
言
う
こ
と
は
よ
く
分
か
る
。
我
々
が
豊
か
に
な
れ
ば

有
難
い
と
も
思
う
。で
も
、虫
は
何
を
食
べ
た
ら
よ
い
の

で
す
か
？
」と
。若
か
っ
た
私
は
、「
虫
は
無
視
し
て
」と

強
引
に
仕
事
を
進
め
ま
し
た
。今
、そ
の
村
を
訪
ね
る
と
、

確
実
に
豊
か
に
な
っ
て
い
て
喜
ば
し
い
。し
か
し
私
は
一

方
で
、虫
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
い
う
思
い
を
消
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　

地
球
環
境
保
護
の
た
め
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
が

な
る
べ
く
大
き
な
規
模
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
つ
て
の
私
は
、功
利
主
義
的
な
も
の
の
見
方
し
か
で
き

ず
に
、こ
の
野
菜
を
市
場
に
出
せ
ば
ど
の
程
度
の
金
が

循
環
す
る
か
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。し
か
し
、村

の
長
老
は
、小
さ
な
虫
ま
で
視
野
に
入
れ
て
、地
球
規
模

で
命
の
循
環
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
す
ば
ら
し
さ

に
気
付
い
た
、ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
出
会
っ
た
の
が
、さ

き
ほ
ど
の
ラ
パ
ポ
ー
ト
で
す
。こ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
私

Monte CASSIM（モンテ カセム）

略歴
１９４７年生まれ。１９７０年スリランカ大学自然
科学部建築学科卒業後、来日。大阪外国語大
学（現・大阪大学）で日本語を学び、横浜国立
大学大学院を経て、１９８２年東京大学大学院
工学系研究科博士課程都市工学専攻単位取
得退学。１９８５年国際連合地域開発センター
主任研究員。１９９４年立命館大学国際関係学
部教授。１９９６年同政策科学部教授。２００４
年立命館アジア太平洋大学学長、立命館副
総長、現在に至る。

専門分野
サステイナビリティー（持続可能性）研究・
国土計画・都市計画

主な著作
◎TACMIS - Total Access Care and 

Medical  In format ion System: An 
inclus ive design solut ion to the 
management of health care and medical 
information, INCLUDE 2005, Royal 
College of Art, London, 2005

◎Principles and Practice in Pursuit of 
Sustainability, SSDE, Science Council of 
Japan and Kobe University, Kobe, 2003

◎Life Cycle Assessment: Its prospects as a 
tool for creating a sustainable economic 
system."Cities and the Environment" 
United Nations University Press, 1999
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は
、も
っ
と
広
い
視
野
の
も
と
で
生
産
工
程
の
分
析
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
出
入
り
の
換
算
を
行
お
う
、
地
球
規
模
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
生
涯
の
仕
事
に
し

よ
う
と
決
心
し
た
の
で
す
。

世
界
の
ど
こ
か
に
い
る 

誰
か
を
支
え
る

渡
辺 

す
ば
ら
し
い
長
老
と
の
出
会
い
、う
ら
や
ま
し
い

で
す
ね
。私
も
、人
類
学
を
学
び
始
め
た
頃
に
は
、我
々

の
思
い
も
よ
ら
な
い
生
き
方
、考
え
方
を
し
て
い
る
人
た

ち
に
、ど
こ
か
で
実
際
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
期
待
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
ア
フ
リ
カ
に

渡
っ
て
み
た
ら
、実
の
と
こ
ろ
は
み
ん
な「
先
進
国
」に

憧
れ
て
い
る
ん
で
す
。
な
ぜ
自
分
た
ち
は
進
ん
だ
文
明

か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
不
満
も
大
き

い
。今
日
ま
で
持
続
し
て
き
た
、自
分
た
ち
の
生
き
方
に

自
信
を
も
っ
て
い
る
人
に
出
会
う
こ
と
は
、あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

カ
セ
ム 

そ
う
な
ん
で
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
、情
報
化
が
進

ん
だ
現
代
で
す
か
ら
、た
だ
古
い
生
活
様
式
を
美
化
す

る
だ
け
で
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
程
の
長
老

が
い
た
村
の
女
性
た
ち
は
、
若
い
頃
は
輝
く
よ
う
に
美

し
い
。け
れ
ど
も
四
十
歳
く
ら
い
に
な
る
と
、歯
は
ガ
タ

ガ
タ
、肌
は
し
わ
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。な
ぜ
あ
れ

ほ
ど
美
し
か
っ
た
人
た
ち
が
、こ
れ
ほ
ど
急
激
に
衰
え
て

し
ま
う
の
か
。彼
女
た
ち
に
も
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
な
中
高
年
の
人
た
ち
の
よ
う
に
生
き
て
欲
し
い
と
思

え
ば
、や
は
り
近
代
産
業
経
済
の
要
素
を
取
り
入
れ
る

し
か
な
い
と
、私
自
身
、判
断
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
、
富
を
作
り
出
す
工
程

を
、地
球
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
原
則
の
範
囲
内
で

動
か
す
こ
と
に
し
、
破
壊
さ
れ
た
環
境
の
回
復
に
努
力

し
、そ
し
て
先
人
の
知
恵
を
、適
度
に
教
育
の
中
に
取
り

入
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
私
は
考
え
て
い

る
の
で
す
。こ
れ
ら
は
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て

は
で
き
な
い
。何
度
も
申
し
ま
す
が
、研
究
と
実
践
の
仲

間
を
求
め
、奥
深
い
知
識
と
広
い
視
野
を
融
合
さ
せ
、垣

根
を
外
そ
う
と
努
力
す
る
と
こ
ろ
に
、
新
し
い
価
値
や

可
能
性
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

渡
辺 

確
か
に
、こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、自
分
以
外

の
人
の
声
に
、
常
に
耳
を
傾
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。従
来
の
文
明
世
界
は
、自
分
た
ち
と
は
異

な
る
価
値
観
を
否
定
し
て
、
己
だ
け
が
正
し
い
と
い
う

思
考
で
進
ん
で
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
信
を
持

つ
の
は
い
い
の
で
す
が
、他
者
の
声
に
耳
を
閉
ざ
し
て
は

お
し
ま
い
で
す
。

　

最
近
読
ん
だ
、坂
本
龍
一
さ
ん
と
天
童
荒
太
さ
ん
の
共

著
、『
少
年
と
ア
フ
リ
カ
─
音
楽
と
物
語
、い
の
ち
と
暴

力
を
め
ぐ
る
対
話
』（
文
藝
春
秋
）の
締
め
く
く
り
の
言

葉
は
、こ
う
で
す
。「
人
は
生
き
て
い
れ
ば
、き
っ
と
誰
で

も
、世
界
の
ど
こ
か
に
い
る
誰
か
を
、支
え
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、普
遍
的
な
真
実
と
し
て
、静

か
に
受
け
止
め
た
い
」。こ
う
い
う
感
覚
を
、
我
々
が
ど

こ
ま
で
持
て
る
か
、そ
れ
が
世
界
の
今
後
に
と
っ
て
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

学 び の 交 差 点

渡辺 公三（わたなべ こうぞう）

略歴
１９４９年生まれ。１９７４年東京大学教養学部
教養学科卒業。１９８１年東京大学大学院社
会学研究科文化人類学専攻博士課程単位取
得退学。国立音楽大学助教授を経て、１９９４
年立命館大学文学部教授。２００３年同大学
院先端総合学術研究科教授、初代研究科長

（２００６年３月まで）。現在、立命館大学衣笠
総合研究機構長。

専門分野
文化人類学・人類学史・アフリカ研究

主な著作
◎『レヴィ=ストロース『神話の森』へ』
　（共編著）
　みすず書房、2006年
◎『文化人類学文献事典』（共著）
　弘文堂、2004年
◎『レヴィ＝ストロース―構造』
　講談社、2003年
◎『司法的同一性の誕生』
　言叢社、2003年
◎『食卓作法の起源』
　（神話論理３、レヴィ＝ストロース著、共訳）
　みすず書房、2007年

【
注
】

＊
１ 

立
命
館
大
学
先
端
総
合
学
術
研
究
科

 

二
〇
〇
三
年
四
月
開
設
の
独
立
研
究
科
。
五
年
一
貫
制
の
博
士

課
程
。

＊
２ 

還
元
主
義

 

物
事
を
細
か
い
構
成
要
素
に
分
解
し
、
個
々
の
要
素
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
で
元
の
事
物
を
も
理
解
で
き
る
と
す
る
考
え
方
。

＊
３ 

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
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学校法人立命館との共催、そして東京開催という二つの“初”が重なり、秋の恒例行事・校友大会が、2007年大きな飛躍を見せた。

11月４日（日）、「東京国際フォーラム」に、“立命館の現
い ま

在”のパワーが集結。

大勢の校友・学生・教職員に加えて、入学を志望する高校生やその保護者が訪れ、会場は終日熱気にあふれていた。 

ALL-Rits 立命館校友大会2007
　校友大会本大会は、B7ホール会場とB5ホール会場（20〜30代
の校友限定、後述p.25）で並行開催された。
　メイン会場B7ホールの企画は、長谷川豊フジテレビアナウンサー
の司会のもと、立命館アジア太平洋大学の和太鼓チーム「楽」の勇壮
な演奏で開幕。学祖西園寺公望公のご曾孫西園寺裕夫氏ご夫妻、学
園創設者中川小十郎先生のお孫様中川重一氏、国会議員の泉健太氏、
川合孝典氏、古本伸一郎氏らが来賓としてご参加下さった。
　山中諄校友会会長、川口清史総長、モンテ・カセムＡＰＵ学長による
挨拶、来賓紹介に続いて、長田豊臣理事長が西村義行校友会副会長

（大会実行委員長）や関東各都県校友会長と共に乾杯の発声をされ、
懇親会がスタート。今回格別にご尽力くださった関東近隣の校友会の
皆さん、全国各地から仲間とともに駆けつけた皆さんが、いくつもの
歓談の輪をつくった。盛り上がりがピークに達する頃、ばんばひろふみ
さんによるステージが始まり、一同盛んに声を合わせていた。
　立命館大学応援団の演舞演奏の後、川本八郎相談役がオール立命
館の校友たちに感謝の念を示されると、会場は割れんばかりの拍手に
包まれた。 

Ｂ７ホール

川口清史総長山中諄校友会会長 モンテ・カセムAPU学長 長田豊臣理事長 川本八郎相談役

開会を待つひととき

ばんばひろふみさん 和太鼓チーム「楽」

立命館大学応援団 長谷川豊フジテレビアナウンサー
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延べ7500名の参加で大成功!!

RITSUMEX’07 開催記念対談 京都のちからと立命館
　主なプログラムのトップを切って行われた記念対談。京都の文化を
体現されている、あるいは京都との縁を大切に活躍されている、池坊
由紀氏（華道池坊次期家元）、村田吉弘氏（料亭「菊乃井」主人、’74
産社）、瀬木直貴氏（映画監督、’87文）、隂山英男氏（立命館小学校
副校長）をお迎えし、「文化の創造と京都観」をテーマに、それぞれの
専門分野における課題や今後の方向性について意見を述べていただ
いた。司会は、おなじみの小林綾子氏（女優、’95文）と、本郷真紹副

総長が務めた。
　古き良き伝統に新しい潮流を上手く取り入れて発展してきた京都の
文化力や、それを支えてきた京の人々の見識の高さについて、各パネ
リストが経験を踏まえて語ると、それを受けて本郷副総長が「文化の
創造・発信という重要な役割を担いつつ、立命館が培ってきた文化を
ベースに、京都の大学として未来に新しい花を咲かせていきたい」と
締めくくった。

Ｂ７ホール

対談風景

池坊由紀氏 村田吉弘氏

瀬木直貴氏 隂山英男氏

小林綾子氏と本郷真紹副総長 熱心に聴き入る
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ALL-Rits キャリア交流サロン
 　20 〜 30代の若手校友が集った「キャリア交流サロン」のプログ
ラムは、東京で働く若手校友9名が中心となって企画した。そのテーマ
は、母校立命館との繋がりや校友同士の繋がりを再び取り戻そうという

「Re-CONNECT」（Re＝リターン・リツメイ、CONNECT＝繋がり）。
染谷洋祐さん（’03国関）、カイリー・ピアスさん（’07APS）のお二人
と、ゲストの野菜ソムリエ王理恵さんが、テンポ良く会の進行をリードし
ていく。
　メインイベント「18人連続怒涛の出会い」は、事前に配布された参

加各人の名刺を、決められた時間内に渡し合い、相手との会話を楽しむ
というもので、1ラウンド6分間の3ラウンド。１人の相手と1分間歓談
すれば、18人の友達ができるというわけだ。
　盛り沢山の１時間半はあっという間に過ぎ、竹本慎也APU校友会会
長（’03APM）の締めのスピーチで終了。予定をはるかに上回る500
名の参加者それぞれが新たな交友関係を広げ、イベント終了後も話を
弾ませていた。

Ｂ5ホール

京都みやび展
　衣笠キャンパスのすぐそばに工房を構える井堂雅夫氏に
よる「京都百景」版画展と、校友で、京都を代表する写真家
である北奥耕一郎氏（’71法）の「京艶」写真展に加え、「京
都歴史回廊協議会」の活動を紹介するパネル展示などが行
われた。
　そして茶道研究部の学生がお点前を披露。来場者の憩い
の場となっていた。

Ｇ棟６階

日本一の学生に挑戦
　日本一の力を持つ、かるた会、囲碁研究部、将棋研究会の
学生たちに、来場者が挑戦できるという企画。幅広い年齢
層の校友等が学生の胸を借りた。挑戦者は一様に学生の強
さに舌を巻きながらも、世代間交流を大いに楽しんでいた。

京都学講座
　東京キャンパスで開講の「立命館京都文化講座」でも授
業を行った加藤政洋文学部准教授が、「京都の花街をそぞろ
歩き―上七軒から島原、そして東三本木から祇園界隈まで
―」とのテーマで講演された。

「京都百景」版画展

囲碁研究部。川本相談役も挑戦。 「京艶」写真展と「京都学講座」

「京都歴史回廊協議会」パネル展示

茶道研究部によるもてなし

企画した若手校友たち王理恵さん 「18人連続怒涛の出会い」竹本慎也APU校友会会長 若者の笑顔であふれた
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Ｂ5ホール

Ritsキャリア対談 
先輩校友からのメッセージ

Rits/APU 
オープンキャンパス in 東京
　立命館大学の学部別パネル展示や入試相談コーナー、またＡＰＵ
や附属校の入試相談ブースが設けられ、たくさんの高校生らが訪れ
た。さらに法学部・文学部・映像学部・ＡＰＵの模擬講義や「理系実験
体験ブース」など、東京にいながらにして立命館の学びを体験できる
スペースもあり、入学志望の高校生たちは真剣な表情で参加していた。

Ritsメモリアル対談
　アーティストの倉木麻衣さん（’05産社）と指導教員であられた有
賀郁敏教授による、倉木さんの学生時代を振り返る対談が予定され
ていたが、倉木さんの体調不良により急遽プログラム変更。強い愛
校心から不調を押して挨拶に立った倉木さんはオープニングに登場、
その後は有賀教授が、倉木さんと友人たちとのエピソード等を紹介し
た。聞き手はスポーツアンカーの近藤祐司氏（’95経済）。

　このほか、生命科学部・薬学部の開設（2008年４月予定）を記念
し、JT生命誌研究館長の中村桂子氏とタレントの眞鍋かをり氏を招
いて開催した「サイエンスフォーラム」や、学生たちのパフォーマンス、
APUによる国際色豊かなパネルディスカッション企画「輝けAPU! 
なぜ、APUは人材の宝庫なのか」が行われた。

地下展示ホール

入試相談コーナー

サイエンスフォーラム

有賀郁敏教授と近藤祐司氏

清武英利氏 井辻秀剛氏

　こちらも主に若手校友向けの企画。「非凡と平凡の間〜プロフェッショナルの
世界〜」をテーマに、清武英利氏（読売巨人軍代表、’75経済）と井辻秀剛氏（コ
カ・コーラカスタマーマーケティング（株）社長、’84経営）が、それぞれの体験や
持論を語られた。聞き手はフジテレビアナウンサーの長谷川豊氏（’99産社）。
　清武氏は、人生における失敗と成功との差を「ブンブンとピコピコの差である」
と表現。巨人軍の寮に「ピコピコ」というゲーム音の聞こえる部屋もあったなか
で、現在ニューヨーク・ヤンキースに所属する松井秀喜選手の部屋からは毎日「ブ
ンブン」と素振りの音が聞こえていたとのエピソードを紹介した。そして、1日1
日で見ると少しの差ではあるが、その積み重ねが非凡と平凡とを分けると語った。
井辻氏は、非凡と平凡との境界線は「目標の設定」にあるとして、自ら立てた目
標に向かって着実に、時に果敢に行動することの重要性を呼びかけた。
　最後には客席の校友・学生との間で質疑応答が交わされ、大盛況の後に幕を
閉じた。

Dig Up Treasure

APUパネルディスカッション

書道部パフォーマンス
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都道府県校友会ほか

●9/23 京都校友会総会（700名・ウェスティン都ホテル京都）

●9/23 福島県校友会総会（29名・東山温泉「新瀧」）

●9/26 兵庫県校友会総会（160名・チサンホテル神戸）

●9/29 宮城県校友会総会（42名・勝山館）

●10/8 島根県校友会総会 
（40名・島根ワイナリー）

●10/14 千葉県校友会「歴史地理探訪」 
（32名・千葉県流山市）

●10/20 青森県校友会総会 
（25名・青森グランドホテル）

●10/22 和歌山県校友会総会 
（90名・ダイワロイネットホテル
和歌山）

●11/4 埼玉県校友会総会 
（100名・東京国際フォーラム）

●11/4 茨城県校友会総会 
（30名・東京国際フォーラム）

●11/9 北九州校友会総会 
（100名・ステーションホテル
小倉）

●11/9 鳥取県東部校友会総会 
（45名・白兎会館）

●11/10 鹿児島県校友会総会 
（76名・ステーションホテル
ニュー鹿児島）

●11/10 山口県山口地区校友会総会 
（37名・山口市湯田温泉 
「翠山荘」）

●11/16 鳥取県西部校友会総会 
（36名・米子全日空ホテル）

●11/17 石川県校友会総会（90名・金沢ニューグランドホテル）

●11/17 宇部・小野田地区校友会総会（25名・堀辺旅館）

●11/17 佐賀県校友会総会（40名・旅館あけぼの）

●11/22 福岡県校友会総会（240名・ソラリア西鉄ホテル）

●11/23 広島県東部校友会総会（70名・西山別館）

●11/23 大分県校友会総会（69名・ＡＰＵ）

●11/24 愛知県校友会総会（400名・名鉄グランドホテル）

地域校友会

●9/7 湘南クラブ総会（30名・ホテル好養）

●9/8 兵庫県淡路支部南あわじ地区校友会総会 
（20名・アワジ花ホテル）

●9/30 京都八幡支部「えんじの会」総会
（30名・松花堂庭園）

●10/13 愛媛県校友会今治支部総会 
（40名・「笹」）

●10/19 北摂校友会総会 
（57名・ホテルアイボリー）

●10/20 高槻・島本校友会総会 
（90名・高槻現代劇場 
文化ホール）

●10/20 立命館大学APU合同台湾 
校友会 
（40名・台北国賓大飯店）

●10/21 長野県校友会北信支部総会 
（16名・ちゃんこ亭えん楽）

●11/10 広島県校友会西部地区 
校友会総会 
（25名・割烹料亭永渡屋）

●11/16 マレーシア校友親睦会 
（23名・セリ・パシフィック・ 
ホテル・クアラルンプール）

●11/24 上海校友会 
（100名・ヒルトン上海）

●12/1 長野県校友会東信支部総会 
（20名・小諸グランドキャッスル
ホテル）

校友会ネットワーク
2007年9月上旬～12月上旬に行われた各団体の行事です（判明分）

京都校友会総会

兵庫県校友会総会

宮城県校友会総会

千葉県校友会「歴史地理探訪」

青森県校友会総会

兵庫県淡路支部南あわじ地区校友会総会

長野県校友会北信支部総会

北九州校友会総会

広島県校友会西部地区校友会総会

立命館大学APU合同台湾校友会

京都八幡支部「えんじの会」総会

北摂校友会総会
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＊詳しくは校友会ホームページをご覧下さい  
http://www.ritsumei.ac.jp/mng/al/

職域校友会

●10/4 尼崎市役所「比叡会」総会 
（23名・ホテル「ニューアルカイック」）

●10/4 Rits不動産ネットワーク総会（71名・京都ホテルオークラ）

●11/6 石川県庁立命会総会・懇親会（23名・金沢都ホテル）

●11/22 近鉄百貨店衣笠会総会（58名・ホテルメトロ THE 21）

学部・学科校友会

●9/8 文学部哲学同窓会総会 
（40名・朱雀キャンパス多目的ホール）

●9/17 経営研究会同窓会総会（25名・京都弥生会館）

●9/29 真田ゼミ同窓会（Tawawa）

●10/6 政策科学部同窓会10周年記念
パーティー 
（ホテルグランヴィア京都）

●10/26 岐阜県建設会結成総会 
（30名・コナミポーツクラブレス
トラン）

●10/26 衣笠会総会（20名・松葉亭）

●10/27 建設会京都支部総会 
（110名・京都タワーホテル）

●11/4 応化会関東支部総会 
（40名・東京キャンパス）

●11/4 経済学研究会ＯＢ会総会 
（27名・東京国際フォーラム）

●11/10 村上弘ゼミ同窓会総会 
（25名・朱雀キャンパス多目的ホール）

●11/11 情報会ホームカミングデー（BKCコアステーション）

●11/16 愛知県衣笠会総会（50名・名鉄ニューグランドホテル）

●11/17 小牧会発足10周年記念総会 
（30名・京都ロイヤルホテル＆スパ）

●11/24 国際関係学部校友会総会 
（170名・グランドプリンスホテル新高輪）

Alumni Association Network

●11/24 法学部井戸田会総会 
（35名・京都タワーホテル）

●12/1 遠藤晃ゼミＯＢ会総会 
（50名・衣笠キャンパス以学館食堂）

サークルＯＢ・ＯＧ会

●9/9 軽音楽部ＯＢ会総会 
（80名・京都タワーホテル）

●10/25 写真研究会ＯＢ会「カメラハイク」
（23名・高島市新旭町針江）

●10/27 合気道部創部４５周年記念祝賀会
（150名・京都弥生会館）

●11/17 広告研究会ＯＢ会親睦会 
（65名・京料理「花斗」）

●11/17 証券研究会ＯＢ会総会 
（30名・聖護院 御殿荘）

●11/17 男子ソフトボールＯＢ会総会
（39名・京都ガーデンホテル）

●11/24 マウンテンバイクツーリング
サークル花鳥風月ＯＢ会総会
（34名・がんこ三条本店）

●12/1 放送局ＯＢ会総会 
（90名・朱雀キャンパス多目的ホール）

その他の会

●9/12 立命館慶祥会同窓会交流パーティー 
（110名・ホテルライフォート札幌）

●9/29 スポーツフェロー 
「川本相談役への感謝の集い」 
（86名・京都全日空ホテル）

●10/8 Ritsランニングクラブ 
（12名・駒沢オリンピック公園 
総合運動場）

●10/20 法学部中川ゼミ中川会総会 
（27名・Tawawa二条）

経営研究会同窓会総会

岐阜県建設会結成総会

写真研究会OB会「カメラハイク」

合気道部創部45周年記念祝賀会

男子ソフトボールOB会総会

経済学研究会OB会総会

立命館慶祥会同窓会交流パーティー

法学部中川ゼミ中川会総会

国際関係学部校友会総会
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立命館総合ミュージアム
この冬の展覧会・催し案内（一般公開分）

◆立命館大学国際平和ミュージアム
ミニ企画展示室の予定

「信楽焼の陶器製地雷 
 ―国富産業有限会社跡地採集資料を中心に―」
1/9（水）～1/30（水）
本学文学部・木立雅朗教授ゼミによる発掘資料の展示。終戦間
際に急造された信楽焼の陶器製地雷や、当時の状況を聞き取りし
た調査を紹介します。

「映画プログラムの世界
 ―映画で賑わう衣笠・西陣―」
2/1（金）～3/16（日）
戦前の衣笠・西陣地域の映画産業の様子を物語る、映画プログ
ラムやチラシ等を展示します。

本展示関連の親子企画

「体験してみよう！ 映画の始まり」
◎2/9（土）・10（日）14時～15時30分（両日とも同内容）
◎内容：初期の映画の原理を用いた工作など
◎対象：小・中学生とその保護者   ◎費用：入館料のみ
◎申込：国際平和ミュージアムまで、電話またはFAXにて

◎開　館：9時30分～16時30分（入館16時まで）
◎休館日：月曜日（休日の場合はその翌日）ならびに12/27（木）～１/７（月）
◎入館料：大人４００円／中高生３００円／小学生２００円
◎Tel.075-465-8151 ◎Fax.075-465-7899 
◎http://www.ritsumei.ac.jp/mng/er/wp-museum/

◆京都府立堂本印象美術館

「印象のかたち ―表現いろいろ―」
堂本印象が制作した作品の数々の中でも、屏風、絵巻、軸などの
変化に富んだ平面作品から陶器や木彫人形などの立体作品に
いたるまで様々な形態を通して、印象が求めた表現の「かたち」に
ついてご紹介いたします。

市バス停
「立命館大学前」

正門

馬
代
通

立
命
館
大
学

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス

立命館大学
アート・リサーチセンター

堂本印象
美術館

◎会　期：開催中 3/９（日）まで
◎開　館：9時30分～17時（入館16時30分まで）
◎休館日：月曜日（休日の場合はその翌日）ならびに12/28（金）～1/4（金）
◎入館料：一般500円／高大生400円／小中生200円
◎Tel.075-463-0007 ◎http://www2.ocn.ne.jp/~domoto/

日曜美術講座 

「表現形式の多様性―印象の試み」
◎講師：並木誠士 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科教授
◎日時：２/17（日）14時～15時30分
◎場所：アートリサーチセンター多目的ホール

堂本印象美術館

会期中有効

「印象のかたち 
―表現いろいろ―」

2008/3/9（日）まで

校友招待券
（本券で校友1名様ご入館いただけます）

校友会報「りつめい」No.231
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キャンパストピックス

こ
の
間
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
三
氏
を
本
学
に
お

招
き
し
、講
演
会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

金
大
中
氏
に
名
誉
博
士
号
贈
呈
・ 

記
念
講
演
会
開
催

十
月
三
十
日（
火
）、朱
雀

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
金
大
中
第

十
五
代
大
韓
民
国
大
統
領
へ

名
誉
博
士
号
を
贈
り
、贈
呈

式
な
ら
び
に
記
念
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

金
前
大
統
領
は「
朝
鮮

半
島
の
平
和
と
韓
日
関

係
」
を
演
題
に
講
演
を
行

い
、「
米
国
の
北
朝
鮮
に
対
す

る
経
済
制
裁
の
解
除
や
六
カ
国
協
議
の
進
展
に
よ
っ
て
、

二
〇
〇
八
年
は
朝
鮮
半
島
で
平
和
が
定
着
す
る
画
期
的

な
年
と
な
る
」
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。日
本
に
対
し

て
は
、「
韓
日
友
好
協
力
の
歴
史
を
再
現
し
、朝
鮮
半
島
と

東
北
ア
ジ
ア
の
平
和
に
向
け
て
共
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会
場
に
は
本
学
学
生
、経
済
人
、行
政
関
係
者
な
ど
約

四
百
人
が
集
ま
り
、金
氏
の
講
演
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
7 

に
て
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
が
講
演

十
一
月
十
五
日（
木
）、朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
地

球
温
暖
化
防
止
策
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
球
環
境

と
人
類
の
未
来
～
ポ
ス
ト
京
都
へ
の
選
択
」を
実
施
し
ま

し
た
。
元
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
大

統
領
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
氏
が
基
調
講
演
を

行
い
、
学
生
や
市
民
等
、
約

四
七
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
は
、サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル（
持
続
可

能
）な
発
展
の
必
要
性
を
説

き
、「
環
境
問
題
は
私
た
ち

に
と
っ
て
ど
ん
な
産
業
の
発
展
よ
り
も
重
要
」「
今
必
要
な

の
は
国
同
士
の
取
り
組
み
を
つ
な
げ
る
行
動
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
り
う
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
」と

論
じ
ま
し
た
。そ
し
て「
希
望
あ
る
地
球
の
将
来
の
実
現

に
は
、市
民
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
」と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 「『
低
炭
素
社
会
シ
ナ
リ
オ

2
0
5
0
』と
日
中
印
の
役
割
」
に
て 

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
パ
チ
ャ
ウ
リ
議
長
が
講
演

十
二
月
二
十
日（
木
）に
は
、二
〇
〇
七
年
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
け
た
団
体「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
Ｒ
・
Ｋ
・
パ
チ
ャ
ウ
リ
議
長
を
招

き
、標
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。パ
チ
ャ
ウ
リ
議
長
が
、

「
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
と
低
炭
素
社
会
に
向
け
て
の
取
組

み
」と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

松
竹―

立
命
館―

京
都
府 

映
像
文
化
の
発
展
を
目
指
し
て
産
学
公
連
携

二
〇
〇
六
年
に
、
松
竹

（
株
）
及
び
松
竹
京
都
映
画

（
株
）と
、映
像
産
業
の
発
展

を
担
う
人
材
育
成
、
映
画
・

映
像
技
術
の
研
究
開
発
、京

都
を
中
心
と
し
た
文
化
の

創
造
・
発
展
へ
の
寄
与
を
産

学
連
携
に
よ
っ
て
行
う
こ
と

を
目
指
し
て「
連
携
基
本
合

意
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
ど
、こ
の
趣
旨
を
ご
理

解
、ご
支
援
い
た
だ
き
、京
都
府
を
交
え
た
三
者
に
よ
る

産
学
公
の
連
携
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、松
竹（
株
）と
立
命
館
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
映
画「
京
都
太
秦
恋
物
語
」（
仮
題
）が
、映

像
学
部
の
客
員
教
授
で
あ
る
山
田
洋
次
監
督
の
監
修
で

制
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
松
竹
京
都

映
画（
株
）撮
影
所
内
に
、映
像
学
部
生
の
実
習
施
設
と

し
て
、ス
タ
ジ
オ
二
棟
と
編
集
施
設
等
を
設
置
し
ま
す

（
二
〇
〇
九
年
一
月
竣
工
予
定
）。こ
の
ほ
か
、
貴
重
な
映

像
資
料
の
収
集
、デ
ジ
タ
ル
復
元
等
の
技
術
開
発
や
、松

竹
グ
ル
ー
プ
の
映
像
制
作
現
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

講
師
派
遣
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

新
・
大
阪
富
国
生
命
ビ
ル
に 

大
阪
で
の
新
拠
点
を
開
設
へ　

富
国
生
命
保
険（
相
）
が
大
阪
・
東
梅
田
に
建
設
す

る
新
・
大
阪
富
国
生
命
ビ
ル（
大
阪
市
北
区
小
松
原
町
、

二
〇
一
〇
年
完
工
予
定
）に
、講
義
室
や
セ
ミ
ナ
ー
室
な
ど

の
キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
の
あ
る
教
育
・
研
究
拠
点
を
開
設
し

ま
す
。
大
阪
・
淀
屋
橋
で
行
っ
て
い
る
社
会
人
対
象
の
大

学
院
講
義
や
、中
国
・
同
済
大
学
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

中
国
語
講
座
な
ど
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

映
像
で
も
立
同
戦 

日
本
中
央
競
馬
会
Ｐ
Ｒ
映
像
を
制
作

立
命
館
大
学
と
同
志
社
大
学
の
学
生
が
日
本
中
央
競

馬
会（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
Ｐ

Ｒ
映
像
を
制
作
し
ま
し
た
。
映
像
は
、十
一
月
十
七
日
～

二
十
五
日
ま
で
の
中
央
競
馬
開
催
日
の
五
日
間
、京
都
競

馬
場
の
タ
ー
フ
ビ
ジ
ョ
ン
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
企

画
は
、若
者
の
競
馬
離
れ
が
進
む
中
、学
生
の
感
性
で「
馬

の
美
し
さ
」
を
表
現
し
て
も
ら
お
う
と
、Ｊ
Ｒ
Ａ
が
両
大

学
に
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

両
大
学
と
も
に
、二
〇
〇
七
年
春
か
ら
企
画
、撮
影
や

編
集
を
行
い
ま
し
た
。立
命
館
は
学
生
ら
八
人
が
人
の
心

を
動
か
す
馬
の
美
し
さ
を
表
そ
う
と
、
隠
岐
島
に
放
牧

さ
れ
て
い
る
馬
と
、
島
を
十

年
ぶ
り
に
訪
ね
る
若
者
の
姿

を
重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。同

志
社
は
、学
生
四
人
が
厳
し

い
世
界
を
生
き
る
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
を
表
現
し
よ
う
と
、

レ
ー
ス
で
懸
命
に
走
る
競
走

馬
や
、淘
汰
さ
れ
て
乗
馬
に

な
っ
た
馬
の
映
像
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

 ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
が
来
学

 教
育
・
研
究
政
策
の
新
展
開

 社
会
の
中
で
活
動
す
る
学
生
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就
職
活
動
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。現
三
回
生
は
す
で

に
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加
し
、就
職
活
動
も
い

よ
い
よ
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
本
学
学
生
の
近
時
の
就
職
状
況
な
ら
び
に

難
関
国
家
試
験
結
果
に
つ
い
て
、表
を
用
い
て
簡
単
に
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

民
間
企
業
へ
の
就
職

従
業
員
一
千
人
以
上
、資
本
金
十
億
円
以
上
の 

企
業
へ
の
就
職
者
数
が
伸
び
る

大
企
業
へ
の
就
職
状
況
は
確
実
に
伸
び
て
き
て
い
ま

す
。
立
命
館
大
学
の
学
生
へ
の
評
価
が
徐
々
に
高
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
そ
の
理
由
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
表
１
）

主
な
私
立
大
学
の
就
職
状
況 

（
二
〇
〇
六
年
度
）

他
大
学
と
比
較
し
て
も
健
闘
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

就
職
率
は「
就
職
者
＋
大
学
院
進
学
／
卒
業
者
」で
計
算

し
て
い
ま
す（
デ
ー
タ
は
、「
日
本
の
大
学
ト
ッ
プ
100
」週
刊

東
洋
経
済 2007.10.13

に
よ
る
）。（
表
２
）

難
関
国
家
試
験
合
格
者
数

◆
司
法
試
験

二
〇
〇
七
年
度
の
新
司
法
試
験
で
は
、二
〇
〇
六
年
度

に
比
べ
て
合
格
者
数
を
大
き
く
伸
ば
し
ま
し
た
。合
格
者

数
、合
格
率
と
も
に
関
西
の
私
立
大
学
で
は
ト
ッ
プ
で
す
。

な
お
、旧
司
法
試
験
合
格
者
は
三
名
で
し
た
。（
表
３
）

◆
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

東
京
大
学
・
京
都
大
学
の
実
績
が
高
い
試
験
で
す
が
、

二
〇
〇
七
年
度
は
私
立
大
学
で
は
五
位
。関
西
の
私
立
大

学
で
は
ト
ッ
プ
の
合
格
者
数
で
し
た
。（
表
４
）

◆
公
認
会
計
士
試
験

二
〇
〇
七
年
度
は
、過
去
最
高
の
五
十
名
の
合
格
者
を

輩
出
し
ま
し
た（
十
二
月
七
日
現
在
判
明
分
。他
大
学
の

合
格
者
数
は
調
査
中
）。

二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
は
、「
Ｂ
Ｋ
Ｃ
大
原
公
認
会
計
士

講
座
」の
受
講
生
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
公
認
会
計
士
オ
フ
ィ
ス
」
が

び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。公

認
会
計
士
を
目
指
す
学
生
を
よ
り
一
層
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
三
大
難
関
試
験
の
合
計
数（
二
〇
〇
六
年
度
）

二
〇
〇
六
年
度
の
三
大
難
関
試
験
合
格
者
数
の
合
計

を
表
に
し
ま
し
た
。関
西
の
私
立
大
学
で
は
ト
ッ
プ
で
す
。

（
表
５
）

川
本
八
郎
・
相
談
役
が
旭
日
重
光
章
を
受
章

「
旭
日
重
光
章
」は
、「
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
て
功

労
が
あ
る
者
の
内
、功
績
の
内
容
に
着
目
し
、顕
著
な
功

績
を
挙
げ
た
者
」に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
の
受
章
は
、立
命
館
学
園
の
第
三
次
長
期
計
画
以

降
の
様
々
な
改
革
に
お
け
る
川
本
相
談
役
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、校
友
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す
る
学
園
関
係
者
全
員
で
の
受
章
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。立
命
館
学
園
と
し
て
も
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。今
後
と
も
立
命
館
学
園
に

対
す
る
ご
支
援・ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
和
隆
光
・
政
策
科
学
研
究
科
教
授
が 

紫
綬
褒
章
を
受
章

紫
綬
褒
章
は「
学
術
芸
術
上
の
発
明
改
良
創
作
に
関

し
事
績
著
明
な
る
者
」に
授
与
さ
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
佐
和
教
授
の
計
量
経
済
学
・
経
済
思
想
・
環

境
経
済
学
と
い
う
幅
広
い
分
野
で
の
功
績
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
佐
和
教
授
は
京
都
大
学
経
済
研
究
所
教
授
か

ら
二
〇
〇
六
年
四
月
に
立
命
館
大
学
特
別
招
聘
教
授
と

な
り
、現
在
、政
策
科
学
研
究
科
で「
経
済
政
策
論
」を
、

政
策
科
学
部
で「
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論
」
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

 叙
勲
・
褒
章

 学
生
の
進
路
・
就
職

■表１ 立命館大生の従業員1000人以上、
　　   資本金10億円以上の企業への就職率の推移

2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

1000人
以上 53.5% 56.6% 58.4% 59.7%

10億円
以上 57.5% 60.7% 64.4% 66.2%

■表２ 主な私立大学の就職率（2006年度）
順位 大学名 就職率（％） 学生数
1 関西学院大学 85.5 19,559
2 立命館大学 83.3 35,612
3 立教大学 80.0 17,756
4 同志社大学 79.9 25,533
5 関西大学 79.0 29,293
6 法政大学 78.4 29,789
7 中央大学 78.4 27,865
8 慶應義塾大学 77.3 32,191
9 明治大学 75.2 31,074

10 早稲田大学 74.0 54,083

■表３ 新司法試験合格者数（2007年度）
順位 大学名 合格者数
1 東京大学 178
2 慶應義塾大学 173
3 中央大学 153
4 京都大学 135
5 早稲田大学 115
6 明治大学 80
7 立命館大学 62
8 一橋大学 61
9 同志社大学 57

10 北海道大学 48

■表５ 三大難関試験合格者合計人数（2006年度）
順位 大学名 合計人数
1 東京大学 650
2 慶應義塾大学 401
3 京都大学 312
4 早稲田大学 247
5 中央大学 218
6 一橋大学 152
7 明治大学 111
8 神戸大学 107
9 立命館大学 103

10 北海道大学 102
11 同志社大学 97
12 東北大学 84

■表4 国家公務員採用Ⅰ種試験合格者数（2007年度）
順位 大学名 合格者数
1 東京大学 437
2 京都大学 174
3 早稲田大学 85
4 東北大学 74
5 慶應義塾大学 72
6 九州大学 61
7 北海道大学 58
8 大阪大学 46
9 東京工業大学 36

10 中央大学 35
11 一橋大学 34
12 東京理科大学 32
13 立命館大学 31
14 筑波大学 28
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NEWS

新リッツマークプロモーション 進行中!!
立命館学園関係者の「心をひとつ」にするために制定したコミュニケーションマーク。
皆様に親しまれている「リッツ」という愛称を使い続けていただくために、
このコミュニケーションマークを「新リッツマーク」と名付けました。
このマークをもっとたくさんの皆様に知っていただこうと、
ただいま立命館では「新リッツマークプロモーションキャンペーン」を実施しています。
その様子をご紹介いたします。

Rマークをデザインされたアートディレクター秋山具義氏からのメッセージ
　このデザインを依頼された時、大きな使命感とともに気合いと緊張感を感じました。同時に、「日本にある大学の
中で最もシンプルで美しいマークをデザインしよう」と決意いたしました。キャンパスごとに異なる顔をもつ多様
性のある立命館の姿を一つにまとめられるようなマークを「設計」したいと強く思いました。
　大学のコミュニケーションマークであるからには、知性や品位を感じてもらえるものにしたいと思い、このマーク
の大きな特徴といえる黄金比を使いました。黄金比とは、人間が最も美しいと感じる割合5：8のことをいいます。
長い間飽きずに使用され続けるために、自然と受入れられるよう「設計」しました。フォントも一般的なゴシック体
とは異なる綺麗なオリジナルのものを用いました。
　学生にはこのコミュニケーションマークを身につけることでパワーを感じてほしいです。気持ちがポジティブになる、どこか背筋の伸びるような
パワーを与えてくれるものとして受け止めていただければと思います。今後、このコミュニケーションマークを学生がどのように利用するか、学生
自身の可能性に期待しています。

秋山 具義 氏 （Gugi Akiyama）
アートディレクター
1966年東京秋葉原生まれ。1990年日本大学芸術学部卒。同年、I&S入社。1999年 デイリー・フレッシュ設立。2007年 デイリー・フレッシュ・ストア オープン。
ポスター、パッケージデザイン、新聞広告、雑誌広告、写真集、CDジャケットのアートディレクション、および各種グッズ制作、CMの企画と演出を担当。
主な仕事に、SHARP「エコロジークラスでいきましょう。」キャンペーン、エン・ジャパン「転職は慎重に。」キャンペーンなど多数。

キャンパスにもＲが登場

「Ｒ」をあしらったポスターや旗、看板が、
キャンパスのあちこちに登場。モデルは
アメリカの大学です。すっかりキャンパ
スライフにとけ込んで、学生を元気づけ
ています。

RITSUMEX’07 ～オール立命館デー in東京

新リッツマーク「R」は、RITSUMEX’07
でデビューしました。参加された多くの皆
様から、「元気が出た」「応援したい」との
声をいただきました。

グッズも誕生

「 R」をあしらったトートバッグ、Ｔシャツ、
レポート用紙、定規、マウスパット、クリ
アファイルを販売しています。「おしゃれ」

「洗練されてる」と好評です。さらに種類
を増やしていく予定です。

スポーツの応援もRで

「学生のスポーツを応援する際に、スタンド
を『えんじ』で埋め尽くしたい。皆で共通の
グッズをもって応援したい」ということで、
応援ハリセンを作りました。今後は「のぼ
り」、「小旗」等の制作も予定しています。

これからまだまだキャンペーンは続きます。校友の皆様もこの新リッツマークを様々な場面でご活用いただきますようお願いいたします。

新リッツマークグッズ お問い合わせ先　   （株）クレオテック ショップリベルテ  Tel.075-463-9740  E-mail: liberte@creotech.co.jp
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第20回全日本学生フィールドアーチェリー
選手権大会での優勝おめでとうございます。
フィールドアーチェリーという種目はあまり聞
き慣れない名前ですが、どのような大会なの
でしょうか? また、当日の試合展開をお聞か
せください。

フィールドアーチェリーは、山中に設置され
た標的を4名1グループで、3本ずつ射って
回ります。様々な景色を見ながら矢を打つこ
とができるのが特徴で比較的楽しい種目で
す。この全日本学生フィールドアーチェリー選
手権大会はそのようなグループで予選ラウン
ド、決勝ラウンドを行い、その中で勝ち残っ
た4人による決勝トーナメントを行うという形
式で行われました。
予選ラウンドは1位、決勝ラウンドは2位と
順調に決勝トーナメントに進出できました。決
勝トーナメントではとても緊張しました。4つ
の的の合計点で勝敗を決する優勝決定戦
では、去年の優勝者である福長希代美選手
（広島大学2回生）と対戦しました。1つ目の
的ではリードしたのですが、2つ目の的で逆
転され、3つ目の的でなんとか2点差まで追
いつくという接戦でした。最後の的を狙う時
はすごく緊張してミスしてしまい、負けてしまっ
たと思いましたが、結果を見てみると、私が

相手の選手に1点差で競り勝っていたため
優勝できました。その結果を知りすごく驚きま
したが、本当に嬉しかったです。
大学に入ってからなかなか本来の調子が

出せず、今大会も予選突破できればいいと
思って臨んだ大会でしたが、先輩方が場の
雰囲気を盛り上げてくれ、とても楽しく試合に
入れたおかげで優勝できたと思います。

大学に入ってなかなか調子が出なかったと
お聞きしましたが、その原因は何なのですか。

大学に入って、今までと環境が大きく変
わったことが一番の原因だと思っています。
高校の頃は練習場も近くにあり、好きなときに
時間を割いて練習できていましたが、今は勉
強との両立も意識しています。また、下宿をし

て衣食住のすべてを自分でしな
くてはならない中で、アーチェリー
の練習も効果的に行うサイクル
に慣れるのに時間がかかってい
ました。そんなときは、先輩方に
相談することで気持ちが楽にな
りました。先輩にアドバイスしても
らったり、一緒に練習して技術を
吸収できることが大学に入って何
より心強い点ですね。今回の大

会にむけても、先輩方にメンタル面で支えて
もらったことも大きく影響していると思います。

成績が伸びない苦しい時期を乗り越えて優
勝されたんですね。1回生ということで、これ
からますますの活躍が期待されます。林さん
の今後の目標を教えてください。

近い目標としては、インカレに出場できるよ
うにがんばりたいです。また、大きな試合を通
じてメンタル面で成長しなければならないと
思っています。
今回の試合でも緊張しなければもっと良い

スコアが出たと思うので、まず緊張を楽しめ
るようになりたいです。そして、ゆくゆくは部内
一番の選手、京都一番、関西一番、全国一
番の選手になって、大学生の間にユニバー
シアードの日本代表になり、世界にも挑戦した
いですね。

	 取材・文：森松	敬太（学生広報スタッフ／法２）
	 写真：林享美さん提供

楽しみながら試合に挑戦！
1回生で射抜いた全国優勝の座！

ホームページもご覧下さい
http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/koho/rs/

K i y o m i　 H a y a s h i

政策科学部１回生

林 享美さん

アーチェリー部

Rits
One

 輝いています、
ときの人  
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アーチェリー部
全日本学生フィールドアーチェリー 
選手権大会

（１０月１３日〜１４日 佐伯国際アーチェリーランド）

▲

優勝 林 享美（政策１）

アイスホッケー部
関西学生リーグ▲

優勝

アメリカンフットボール部
関西学生リーグ▲

6勝1敗 2位

カヌー部
平成19年度日本フラットウォーター 
レーシング選手権

（９月７日〜８日 木場潟カヌー競技場）

▲

男子カヤックシングル1000ｍ　
　優勝 渡辺大規（経営1）▲

男子カヤックフォア1000ｍ
　優勝 鈴木康大（経営4）

弓道部
全日本学生王座決定戦

（１１月２３日〜２４日 伊勢神宮弓道場）

▲
男子 優勝（創部80年で初優勝）

　24日の決勝戦では全日本学生選手権優勝校
の日本大学と対戦。3時間を超える試合で両校
9割アベレージの驚異的な的中のなか、じりじり
と本学が日本大学を引き離し144中（的中率9
割）4射差で勝利、1928年創部以来初の大学
王者となった。
　王座決定戦では、東京地区の大学が圧倒的に
強く、関西の大学としては第43回の近畿大学
以来12年ぶりの優勝となった。

射撃部
第13回秋季全関西女子学生
ライフル射撃選手権大会

（９月５日〜８日 能勢町ライフル射撃場）

▲

女子ライフル３姿勢　
　優勝 川端さなえ（法３）

相撲部
第３２回全国学生相撲 
個人体重別選手権大会

（９月２３日 靖国神社相撲場）

▲

８５kg級 
　優勝 島子隆司（産社1）

重量挙部
関西学生選手権

（１２月１日 羽曳野コロセアム）

▲

男子５６ｋｇ級 優勝 中川大樹（産社２）▲

男子９４ｋｇ級 優勝 丹羽清文（政策２）

ソフトテニス部（男子）
関西学生選抜インドア選手権

（１１月１０日 大阪市中央体育館）

▲

優勝 石川勇貴（経済１）・生田翔平（経営１）

卓球部
関西学生秋季卓球リーグ戦▲

男子・女子ともに団体戦優勝

バドミントン部
関西学生秋季リーグ戦▲

女子 優勝

フェンシング部
第57回全日本学生フェンシング選手権大会

（１１月１２日〜１６日 駒沢屋内球技場）

▲
女子サーブル個人 優勝 高橋里美（産社２）

男子陸上競技部
びわ湖大学駅伝（第69回関西学生対校
駅伝競走大会兼西日本大学招待）

（１１月２４日 びわ湖畔）

▲

優勝
　第1区 西野智也（経済２）
　第２区 川上拓哉（経営３）
　第３区 樋口達夫（理工４）
　第４区 古林翔吾（経済１） 区間賞
　第５区 河原井司（経営３） 区間賞
　第６区 藤原庸平（経済２）
　第７区 相澤直亮（経営４）
　第８区 寺本英司（経済１） 区間新記録
　4時間13分5秒

　 以 上 8 名からな
るチームが奮闘し、
４時間１３分５秒の
タ イ ム で ゴ ー ル。
2005年 にコ ー ス
を琵琶湖岸に移した

「第1回びわ湖大学駅伝」以来2年ぶりに優勝
した。（招待校を除く「関西学生対校選手権」と
しては3連覇）。

2007全日本学生陸上競技 
チャンピオンシップ

（９月９日 平塚競技場）

▲

男子４００メートル　
　優勝 内記正裕（経済５）

女子陸上競技部
第25回全日本大学女子駅伝 
対校選手権大会

（１０月２８日 仙台市）

▲

優勝（２連覇、大会新記録更新）
　第1区 大沼香織（経済１） 大会新 区間賞
　第2区 樋口紀子（経済４） 大会新 区間賞
　第3区 小島一恵（経営２） 大会新 区間賞
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　第4区 山本菜美子（経営１） 区間賞
　第5区 境田　遥（経営２） 区間賞
　第6区 松永明子（経済３） 区間2位
　2時間6分19秒 大会新

　1区では1回生の大沼選手が、大学入学後初
めての駅伝であることを全く感じさせない快調
な走りで区間賞、２区以降は２位以下とのタイ
ム差を広げ、一度も先頭を譲ることなくたすき
がつながれた。そして最終6区は長距離パート
リーダーの松永選手が２位に２分以上の差をつ
け、監督やコーチ、共に走った仲間の待つゴー
ルにトップで飛び込んだ。今回は２年連続４度目
の優勝、走者６人中５人が区間賞を受賞した。
　競技場や沿道には宮城県内や近県から多く
の校友、父母、陸上競技部OB・OGが訪れ、立
命館大学応援団とともに走者達に熱い声援を
送った。

陸上ホッケー部（男子）

西日本学生選手権
（９月２４日 親里ホッケー場）

▲

優勝（２年ぶり６度目）

レスリング部
西日本学生秋季リーグ▲

優勝

西日本学生選手権
（９月２３日 金岡公園体育館）

▲

男子フリースタイル８４ｋｇ級　
　優勝 古家　圭（経済３）▲

男子フリースタイル９６ｋｇ級
　優勝 東　誠次（経済４）

第５回京都学生祭典開催
（１０月６日〜７日 平安神宮周辺）

　２００７年度は「この感動、見逃せない！」を
テーマに多くの企画が行われた。
　10 月7 日

（ 日 ）は、京
都 市 左 京 区
の平安神宮、
岡 崎 周 辺 の
神宮道を彩る
大パレードか
ら始まった。また、「京炎 そでふれ！ 全国おどり
コンテスト」が開催され、京都をはじめ各地から
集まった学生や市民によって個性溢れる演技が
披露された。会場では、映画祭や縁日なども行
われ、多くの学生たちが参加した。また、京都学
生祭典実行委員会の一員として祭りを盛り上げ
る立命館の学生の姿も多く見られた。
　今年も２日間にわたって多くの来場者が訪
れ、学生たちの活気溢れるパフォーマンスに大
きな声援と拍手を送っていた。

出前ちんどん
「第３２回ジャパンウィーク２００７ 
ポーランド・ワルシャワ」に参加

（１０月２５日〜３０日 ポーランド・ワルシャワ）

　「ジャパンウィーク」は、（財）国際親善協会主
催で毎年世界各地の都市で行われている日本
の芸術・音楽・スポーツなどの文化を紹介する
イベントで、「出前ちんどん」は日本の伝統文化
を今に伝えてい
る団体として招
致団体の一つに
選ばれた。
　「 出 前ちんど
ん」は、昔ながら
の「チンドン屋」

に扮し、日本の大正・昭和時代の流行歌・童謡
やポーランドに馴染みのあるクラシック音楽を
演奏した。イベントの集大成である舞台公演で
は、練習の成果を存分に発揮し、来場者も大い
に湧いていた。

立命館アジア太平洋大学・天空祭に
立命館大学から７団体が出演

（１０月２７日〜２８日 ＡＰＵ）

沖縄伝統芸能・きじむなあ、和太鼓ドン、ジャズ
クラブ“RUSH”、雅楽会、邦楽部、鉄道研究会、
理工学部プロジェクト団体EV-Racingの7団体
が参加し、APU学生と交流を深めた。

メンネルコール
フランス・ストラスブール大学コーラス隊

「ララッシュクール」との交流演奏会を実施
（１０月２９日 衣笠キャンパス）

探検部
立命館守山中学校・高等学校で展示企画実施

（１０月２９日〜３１日）

　インドネシアの人文調査結果と、宮崎県の環
境調査の結果を、パネル・映像・フィールドワー
ク備品・現地の民具によって詳しく紹介した。展
示会には80名を越す中学生・高校生が訪れ、
熱心に部員に質問している姿が見られた。今回
の企画は、探検部が大学での学術活動の学び
を伝えることを目的として、立命館守山中学校・
高等学校の協力を得て実施された。

ＢＫＣ・衣笠キャンパス学園祭開催
（11月１０〜１１日 ＢＫＣ、１７〜１８日 衣笠キャンパス）

　今年の学園祭のテーマは「共鳴～きょうめい
～」。学生文化の発信の場である学園祭で、発
信者と参加者がプラスに影響しあって欲しいと
いう願いが込められている。テーマにちなんで、
普段は一緒に活動することのない団体同士が
互いに協力しあい、今までにないコラボレーショ
ン企画が多数行われた。
　両日とも２日目のエンディングでは、毎年恒
例の応援団が登場し、光と映像を駆使した壮大
な演出で学園祭を熱狂のうちに締めくくった。

文化・芸術
問い合わせ先：学生オフィス

０７５－４６５－８１４１

C U L T U R E  /  A R T

日本拳法

バスケ

バドミントン

バレーボール

ハンドボール

フェンシング

ホッケー

陸上

ソフトテニス

ソフトボール・軟式野球

卓球

ラグビー

アーチェリー・弓道

アメフト

空手・柔道

ゴルフ

硬式/準硬式野球

剣道

サッカー

自転車競技

射撃

重量

水泳

スケート

カヌー

相撲

ボート

ヨット

レスリング

スキー

少林寺

航空

馬術

日本拳法

バスケ

バドミントン

バレーボール

ハンドボール

フェンシング

ホッケー

陸上

ソフトテニス

ソフトボール・軟式野球

卓球

ラグビー

アーチェリー・弓道

アメフト

空手・柔道

ゴルフ

硬式/準硬式野球

剣道

サッカー

自転車競技

射撃

重量

水泳

スケート

カヌー

相撲

ボート

ヨット

レスリング

スキー

少林寺

航空

馬術

法律

将棋

囲碁

探検

カルタ

バトントワリング

天文

考古学

子供

縄跳び

バレエ

演劇

写真

応援団・チア

弁論

音楽

エネルギー

ギター

書道

祭り・イベント

ESS

鉄道

能楽

踊り

陶芸

珠算

マンドリン

ロボット

吹奏楽

映画　

法律

将棋

囲碁

探検

カルタ

バトントワリング

天文

考古学

子供

縄跳び

バレエ

演劇

写真

応援団・チア

弁論

音楽

エネルギー

ギター

書道

祭り・イベント

ESS

鉄道

能楽

踊り

陶芸

珠算

マンドリン

ロボット

吹奏楽

映画　

法律

将棋

囲碁

探検

カルタ

バトントワリング

天文

考古学

子供

縄跳び

バレエ

演劇

写真

応援団・チア

弁論

音楽

エネルギー

ギター

書道

祭り・イベント

ESS

鉄道

能楽

踊り

陶芸

珠算

マンドリン

ロボット

吹奏楽

映画　

法律

将棋

囲碁

探検

カルタ

バトントワリング

天文

考古学

子供

縄跳び

バレエ

演劇

写真

応援団・チア

弁論

音楽

エネルギー

ギター

書道

祭り・イベント

ESS

鉄道

能楽

踊り

陶芸

珠算

マンドリン

ロボット

吹奏楽

映画　
法律

将棋

囲碁

探検

カルタ

バトントワリング

天文

考古学

子供

縄跳び

バレエ

演劇

写真

応援団・チア

弁論

音楽

エネルギー

ギター

書道

祭り・イベント

ESS

鉄道

能楽

踊り

陶芸

珠算

マンドリン

ロボット

吹奏楽

映画　

法律

将棋

囲碁

探検

カルタ

バトントワリング

天文

考古学

子供

縄跳び

バレエ

演劇

写真

応援団・チア

弁論

音楽

エネルギー

ギター

書道

祭り・イベント

ESS

鉄道

能楽

踊り

陶芸

珠算

マンドリン

ロボット

吹奏楽

映画　



I N F O R M A T I O N

校友会へご恵贈下さいました本の中から紹介させていただいて
おります。

31名
新62名・旧3名

*50名
（*12月7日現在判明分）

2名
137名

9名

　皆様、年末年始をいかがお過ごしでしょうか。
　さて、2007年の校友会行事で特筆すべきは、
やはり、「RITSUMEX’07 オール立命館デー　in 
東京」です。東京校友会をはじめ首都圏の校友会
は勿論、各地の校友会の素晴らしい協力のもとに
大きく成功することができました。特に、これまで
の全国校友大会には出席いただけなかった若い校
友にも本当に大勢集まっていただけたことは大変
嬉しいことです。大会実行委員会、学園当局、総務
委員会の皆さま、また参加された皆さま、本当にご
苦労様でした。
　校友の皆さまは、引き続き嬉しいニュースや楽し
いイベントを待っておられることでしょう。私たち広
報委員会もご期待に応えるべく展開して参るつも
りです。どうぞご支援をよろしく。　　　 　（尾﨑）

 　11月4日に開かれた「RITSUMEX’07 オー
ル立命館デー in 東京」に参加しました。京都での
大会に毎年参加していますが、京都在住者にとって
は常に便利な条件でした。今年は関東在住者の条
件も考慮し、また、「立命館あり」と関東においても
アピールする機会でもありました。
　事前に立命館高校時代に出会った関東在住の
卒業生たちに連絡し、会場で会いました。40歳代、
30歳代、20歳代、家族4人で、また、卒業後15年
ぶりに出会う仲間たちもいました。一方、シフト制
の勤務の都合で参加できず残念だと言う人もいま
した。
　当日、特に若者達の名刺交換会の会場では、そ
の活気と友好を確かめ合うエネルギーに、新しい立
命、いや、伝統的な立命魂を見た思いがしました。

（KAZ 中村）
 
　近頃の出来事。
　其の壱、私事、偶然と実益を兼ねて新しい事に
挑戦を始めた。至って本気、居合わせた御仁に大
層褒められ調子に乗っている。詳細は恥ずかしい
から文にはしない。
　其の弐、出張先で縄文時代の遮光器土偶と火
炎土器を目の当たりにした。日本列島土着のかた
ちである。実物をはじめて見て其の迫力に心を奪
われる。
　其の参、RITSUMEX’07の成功場面に居合わ
せた。
　其の四、本学の大学運営の英知がアジアで注目
されている。その場に立ち会い、なるほどとうなず
く場面に出くわしている。
　その後、どうする校友会。会報226号で紹介し
た立命館憲章・中期計画策定の記事。再読を乞
いたい。私の視点は、個人から日本、アジアへと
駆け巡っている。　　　　　　　　　　　   （オ）
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叙勲 ２００７年度 秋
□旭日重光章
川本八郎氏（’58法）
学校法人立命館相談役

□旭日中綬章
森金次郎氏（’50専文）
元日本税理士会連合会長

小川竹二氏（’60経済）
元豊栄市長

□瑞宝小綬章
中野善夫氏（’57理工）
元公立高校長

福山　満氏（’57法）
元大阪府警察学校長

筒井孝夫氏（’58理工）
元中部近畿鉱山保安監督部
近畿支部長

上木　徹氏（’59法）
元滋賀県企業庁長

木宮英嗣氏（’59法）
元京都府総合府民部長

吉田清治氏（’61法）
元大阪市消防正監

安田哲雄氏（’62法）
元和歌山中央郵便局長

□旭日双光章
安井　孜氏（’59理工）
元京都府建築工業協同組合副理事長

稲葉克夫氏（’62院文）
元青森県文化財保護審議会委員

□瑞宝双光章
池田英宗氏（’52経済）
元公立中校長

給田昭三郎氏（’53経済）
元公立小校長

佐々満郎氏（’54法）
元公立小校長

安田喜一氏（’57法）
保護司

西村正博氏（’59経済）
元近畿地方建設局用地部
用地調整官

山森大雄美氏（’59法）
保護司

隅田　茂氏（’62法）
元宮内庁京都事務所次長

□瑞宝単光章
松村元治良氏（’48専工）
元中部地域消防組合消防監

吉田安直氏（’57経済）
元京都市上京消防団副団長

吉川　進氏（’59経済）
西陣織製造業従事者

危険業務従事者叙勲
２００７年度 秋
□瑞宝双光章
高田準之助氏（’57法）
警察功労・元警視正

□瑞宝単光章
田中　博氏（’53経済）
警察功労・元京都府警部

曽我祐亘氏（’65法）
矯正業務功労・元法務事務官

褒章 2007年度 秋
□紫綬褒章
佐和隆光氏
本学政策科学研究科教授

□黄綬褒章
高藤昌和氏（’56経済）
高藤建設社長

谷岡光明氏（’65経済）
兵庫標板製作所社長

岡野益己氏（’69理工）
岡野組社長

受賞
□地方自治功労 
　総務大臣表彰
濱﨑正規氏（’51経済）
本学名誉教授

□2007年度大分合同新聞
　文化賞
＜産業経済分野＞
中野秀勝氏（’58法）

編 集 室 か ら       

校友会・グループ 日時 会場 問い合わせ先

北朋会総会（北海道学校教職員の会） 1/  8 （土）18：00 札幌後楽園ホテル 立命館慶祥中・高 011（381）8888

浜松会新年会 1/19 （土）18：30 浜松名鉄ホテル 舩越弘光 053（437）2073

北海道校友会総会 1/26 （土）16：30 札幌パークホテル 中川　均 （職）011（251）3373

愛媛県校友会松山支部総会 1/26 （土）18：00 国際ホテル松山南館 日野啓介 （職）089（907）9066

静岡県校友会ニューイヤーパーティー 2/20 （水）19：00 静岡クーポール会館 佐藤友清 052（245）5612

愛知県校友会東三河支部総会 3/  1 （土）17：30 豊橋グランドホテル 村田修一 0532（31）3649

校友消息（判明分）

◆柴辻政彦氏（’59法）著

『塼塔 中国の陶芸建築』
鹿島出版会＊3200円＋税

◆荒木義彦氏
　（’72院理工・理工学部教授）
　吉川雅弥氏
　（’01院理工博後）共著

『理工系 情報科学』
共立出版＊1800円＋税

◆渡辺道夫氏（’72法）著

『入門 山田方谷』
（株）明徳出版社＊1280円＋税

◆土居政広（’73産社）著

『団塊世代の個人起業』
文芸社＊１400円＋税

◆手島仁氏（’83文）著

『中島和久平と国政研究
会（下巻）』
みやま文庫

◆松本朋子氏（’85産社）著

『買わせる技術』
KKベストセラーズ＊1300円+税

BOOKS 2007年度各種国家試験合格者 ※在学生を含む

国 家 公 務 員 Ⅰ 種
司 法 試 験
公 認 会 計 士

家庭裁判所調査官補Ⅰ種
国 家 公 務 員 Ⅱ 種
弁 理 士

お 詫 び と 訂 正
230号において「校友消息」欄の訃報のお名前を誤って掲
載しました。
ここに訂正し、深くお詫び申し上げます。
誤：橋本二郎氏　　正：橋本次郎氏

校友会・グループ インフォメーション ※（職）は職場電話番号

なお、証明書は卒業時のお名前での発行になります。改姓後
のお名前で発行をご希望の場合は、ご卒業の学部事務室に
お問合せ下さい。

各種証明書発行依頼先について

卒業証明書・成績証明書などの発行依頼は、各学部
事務室までお願いします。

法  075-465-8175
文  075-465-8187
産 社 075-465-8184
国 関 075-465-1211

政 策 075-465-7877
経 済 077-561-3940
経 営 077-561-3941
理 工 077-561-2625




